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2026 年
ね ん ど

度　学
が く ね ん れ き

年暦 　　 Academic Calendar 2026
≪Ｕプログラム (U Program) ≫

4月7日～9日 オリエンテーション

April 7 - 9 Orientation

4月15日 健康
けんこう

診断
 しんだん

April 15 Medical checkup

5月1日～3日 大学
だいがく

祭
さい

、大学祭
だいがくさい

片付
か た づ

け
May 1 - 3

6月18日～19日 見学旅行
けんがくりょこう

　(休講
きゅうこう

)

June 18 - 19 Study Trip (No Classes)

7月28日、30日 補講
ほこう

July 28,30 Make-up Classes

8月6日～27日 夏休
なつやす

み
August 6 - 27 Summer Holidays

8月28日

August 28 Wednesday Classes

9月7日～18日 9月試験
　がつしけん

September 7 - 18 September Examination

10月30日 進学説明会
しんがくせつめいかい

October 30 Information sessions about
Japanese universities

10月31日、11月1日～3日 大学
だいがく

祭
さい

(準備を含
じゅんび ふく

む)
October 31，November 1 - 3

11月17日、18日 補講
ほこう

 1月20日、21日 Make-up Classes

November 17, 18  January 20, 21

11月24日～12月7日 12月試験
がつしけん

November 24 - December 7 December Examination

12月8日～11日 進学相談 / 再試験
しんがくそうだん / さいしけん

December 8 - 11 Consultation on entrance into

university / Make-up Exams

12月25日

December 25 Monday Classes

12月26日～1月3日 冬休
ふゆやす

み

December 26 - January 3 Winter Holidays

1月15日 休講
きゅうこう

January 15 No Classes

2月4日、8日～19日 最終
さいしゅう

試験
   しけん

Feburuary 4,8 - 19 Final Examination

2月22日 再試験
さいしけん

Feburuary 22 Make-up Examinations

3月9日 修了式
しゅうりょうしき

March 9 Closing Ceremony

授業日
じゅぎょうび

Classes

補講
ほこう

日
び

Make-up Classes

試験
しけん

日
び

Examinations

＜祝日
しゅくじつ

 Public Holidays＞

4月29日 昭和の
しょうわ

日
 ひ 8月11日 山の

やま

日
 ひ 10月12日 スポーツの日

ひ 1月11日 成人の
せいじん

日
 ひ

April 29 Shōwa Day August 11 Mountain Day October 12 Sports Day January11 Coming-of-age Day

5月3日、4日 憲法
けんぽう   

記念日
   きねんび

、みどりの日
ひ

、 9月21日 敬老の
けいろう

日
ひ 11月3日 文化の

ぶんか

日
 ひ 2月11日 建国記念の

けんこくきねん

日
 ひ

5月5日、6日 こどもの日
ひ

、振替休日
ふりかえきゅうじつ September 21 Respect for the Aged Day November 3 Culture Day Feburuary 11 National Foundation Day

May 3 Constitution Memorial Day,

May 4, 5 Greenery Day, Children's Day 9月22日 国民
こくみん

の休日
きゅうじつ 11月23日 勤労感謝の

きんろうかんしゃ

日
 ひ 2月23日 天皇誕生日

てんのうたんじょうび

May 6 Substitute Holiday September 22 National holiday Labour Thanksgiving Day Feburuary 23 Emperor's Birthday

7月20日 海の
うみ

日
 ひ 9月23日 秋分

しゅうぶん

の日
 ひ 1月1日 元日

がんじつ 3月21日、22日 春分の
しゅんぶん

日
 ひ

、振替休日
ふりかえきゅうじつ

July 20 Marine Day September 23 Autumnal Equinox Day January 1 New Year's Day March 21, 22 Vernal Equinox Day
Substitute Holiday

November 23

(including preparation)　　

月曜日の授業
げつようび   じゅぎょう

水
すい

曜日の
ようび

授業
じゅぎょう

秋秋
あき

～～冬冬
ふゆ

学学期期
がっき

　　FFaallll  aanndd  WWiinntteerr  TTeerrmmss

University Festival

春
はる

～夏
なつ

学期
がっき

　Spring and Summer Terms

University Festival, University Festival clean-up

2026年度
ね ん ど

学年暦
が く ね ん れ き

 　　 Academic Calendar 2026
　≪ Uプログラム (U Program) ≫

⑲ ⑳
1 2 3 4 1 2 3

① ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ㉑
5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

① ① 健康診断 ① ② スポーツの日 ㉑ ㉑ ㉑ ㉒
12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

② ② ① ② ③ ㉑ ㉒ ㉒ ㉒ ㉓
19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

③ ③ 昭和の日 ③ ㉒ ㉓ ㉓ ㉓ 進学説明会 大学祭準備

26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

大学祭 大学祭 大学祭 大学祭
大学祭

文化の日 ㉔ ㉔ ㉔
1 2 1 2 3 4 5 6 7

大学祭片付
憲法記念日

みどりの日 こどもの日 振替休日 ④ ④ ㉓ ㉔ ㉕ ㉕ ㉕

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14
④ ④ ② ⑤ ⑤ ㉔ 補講 補講 ㉖ ㉖

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21
⑤ ⑤ ③ ⑥ ⑥ 勤労感謝の日 ㉕ ㉖ ㉗ ㉗

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28
⑥ ⑥ ④ ⑦ ⑦ ㉕

24 25 26 27 28 29 30 29 30

31
⑦ ⑦ ⑤ ⑧ ⑧ ㉖ ㉗ ㉘ ㉘
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
⑧ ⑧ ⑥ ⑨ ⑨ ㉖ 進学相談/再試 進学相談/再試 進学相談 進学相談

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12
⑨ ⑨ ⑦ ㉗ ㉗ ㉘ ㉙ ㉙

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19
⑩ ⑩ ⑧ ⑩ ⑩ ㉘ ㉘ ㉙ ㉚ 月曜㉙

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26
⑪ ⑪

28 29 30 27 28 29 30 31

⑨ ⑪ ⑪ 元日
1 2 3 4 1 2

⑫ ⑫ ⑩ ⑫ ⑫ ㉚ ㉙ ㉚ ㉛ ㉚
5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

⑬ ⑬ ⑪ ⑬ ⑬ 成人の日 ㉚ ㉛ ㉜ 休講
12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

海の日 ⑭ ⑫ ⑭ ⑭ ㉛ ㉛ 補講 補講 ㉛
19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

⑭ 補講 ⑬ 補講 ⑮ ㉜ ㉜ ㉜ ㉝ ㉜
26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30

31
㉝ ㉝ ㉝ ㉞ ㉝

1 1 2 3 4 5 6
⑮ ⑮ ⑭ ㉞ ㉞ ㉞ 建国記念の日 ㉞

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13
山の日 ㉟ ㉟ ㉟ ㉟ ㉟

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20
再試験 天皇誕生日

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27
水曜⑮

23 24 25 26 27 28 29 28
⑯

30 31
⑯ ⑯ ⑮ ⑯
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

⑰ ⑰ ⑰ ⑯ ⑰ 修了式
6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

⑱ ⑱ ⑱ ⑰ ⑱
13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

敬老の日 国民の休日 秋分の日 ⑱ ⑲ 春分の日 振替休日
20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

⑲ ⑲ ⑲
27 28 29 30 28 29 30 31

8 月
がつ

August

2 月
がつ

February

9 月
がつ

September

3 月
がつ

March

6 月
がつ

June

12 月
がつ

December

見学旅行（休講）

7 月
がつ

July

2027年
ねん

1 月
がつ

January

土
ど

Sat.

2026年
ねん

10 月
がつ

October

4 月
がつ

April

オリエンテーション

5 月
がつ

May

11 月
がつ

November

日
にち

Sun.

月
げつ

Mon.

火
か

Tue.

水
すい

Wed.

木
も く

Thu.

金
きん

Fri.

　　　　    曜日
ようび

(Day)

月
つき

(Month)

日
にち

Sun.

月
げつ

Mon.

火
か

Tue.

水
すい

Wed.

木
も く

Thu.

金
きん

Fri.

土
ど

Sat.

　　　　    曜日
ようび

(Day)

月
つき

(Month)
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2026 年
ね ん ど

度　学
が く ね ん れ き

年暦 　　 Academic Calendar 2026
≪ J/M/F プログラム (J/M/F Program) ≫

10月6日～20日 履修登録確認期間
りしゅうとうろくかくにんきかん

October 6 - 20 Class Registration Confirmation Period

10月7日 健康
けんこう

診断
 しんだん

October 7 Medical checkup

特別
とくべつ

授業
じゅぎょう

Special Classes

10月31日、11月1日～3日 大学
だいがく

祭
さい

(準備を含
じゅんび ふく

む)
October 31，November 1 - 3 University Festival

(including preparation)　　　　　

11月17日～18日 見学
けんがく

旅行
りょこう

(休講
きゅうこう

)

November 17 -18 Study Trip (No Classes)

12月２４日、１月20日、21日 補講日
ほ こ う び

Make-up Classes

12月25日 月曜日の授業
げつようび   じゅぎょう

December 25 Monday Classes

12月26日～1月3日 冬休
ふゆやす

み
December 26 - January 3 Winter Holidays

1月15日 休講
きゅうこう

January 15 No Classes

学期
が っ き

末
まつ

試験
し け ん

Final Examination

*3月9日 *Fプログラム修了
しゅうりょう

式
   しき

*March 9 *F Program Closing Ceremony

＜祝日
しゅくじつ

 Public Holidays＞
10月12日 スポーツの日

ひ

October 12 Sports Day

11月3日 文化の
ぶんか

日
 ひ

November 3 Culture Day

11月23日 勤労感謝の
きんろうかんしゃ

日
 ひ

November 23 Labour Thanksgiving Day

1月1日 元日
がんじつ

January 1 New Year's Day

1月11日 成人の
せいじん

日
 ひ

January 11 Coming-of-age Day

2月11日 建国記念の
けんこくきねん

日
 ひ

Feburuary 11 National Foundation Day

2月23日 天皇誕生日
てんのうたんじょうび

Feburuary 23 Emperor's Birthday

3月21日 春分の
しゅんぶん

日
 ひ

March 21 Vernal Equinox Day

3月22日 振替休日
ふりかえきゅうじつ

March 22 Substitute Holiday

授業日
じゅぎょうび Classes

補講
ほ こう

日
び Make-up Classes

試験
し けん

日
び Examinations

December 24,
January 20，21

1月26日、28日、2月1日～8日、
10日、12日、15日
January 26,28, Feburuary
1-8,10，12．15

秋
あき

～冬
ふゆ

学期
が っ き

　Fall and Winter Terms

10月30日、2月9日、16日、17日
October 30，
Feburuary 9, 16 ，17

2026年度
ね ん ど

　学
が く

年
ね ん

暦
れ き

 　　 Academic Calendar 2026
　≪ J/M/F プログラム (J/M/F Program)≫

1 2 3
① 健康診断 ① ①

4 5 6 7 8 9 10
スポーツの日 ② ① ② ②

11 12 13 14 15 16 17
① ③ ② ③ ③

18 19 20 21 22 23 24
② ④ ③ ④ 特別授業 大学祭準備

25 26 27 28 29 30 31

大学祭 大学祭 大学祭
文化の日 ④ ⑤ ④

1 2 3 4 5 6 7
③ ⑤ ⑤ ⑥ ⑤

8 9 10 11 12 13 14
④ ⑦ ⑥

15 16 17 18 19 20 21
勤労感謝の日 ⑥ ⑥ ⑧ ⑦

22 23 24 25 26 27 28
⑤

29 30

⑦ ⑦ ⑨ ⑧
1 2 3 4 5

⑥ ⑧ ⑧ ⑩ ⑨
6 7 8 9 10 11 12

⑦ ⑨ ⑨ ⑪ ⑩
13 14 15 16 17 18 19

⑧ ⑩ ⑩ 補講 月曜⑨
20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

元日
1 2

⑩ ⑪ ⑪ ⑫ ⑪
3 4 5 6 7 8 9

成人の日 ⑫ ⑫ ⑬ 休講
10 11 12 13 14 15 16

⑪ ⑬ 補講 補講 ⑫
17 18 19 20 21 22 23

⑫ ⑭ ⑬ ⑭ ⑬
24 25 26 27 28 29 30

31
⑬ ⑮ ⑭ ⑮ ⑭
1 2 3 4 5 6
⑭ 特別授業 ⑮ 建国記念の日 ⑮

7 8 9 10 11 12 13
⑮ 特別授業 特別授業

14 15 16 17 18 19 20
天皇誕生日

21 22 23 24 25 26 27

28

1 2 3 4 5 6
*F修了式

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
春分の日 振替休日

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

2 月
がつ

February

3 月
がつ

March

12 月
がつ

December

2027年
ねん

1 月
がつ

January

土
ど

Sat.

10 月
がつ

October

11 月
がつ

November

見学旅行（休講）

日
にち

Sun.

月
げつ

Mon.

火
か

Tue.

水
すい

Wed.

木
も く

Thu.

金
きん

Fri.

　　　　    曜日
ようび

(Day)

月
つき

(Month)
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大
お お さ か だ い が く

阪大学日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化教
き ょ う い く

育センター
日

に ほ ん ご

本語プログラム

1．プログラムの種
しゅるい

類

大
おおさか

阪大
だいがく

学日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化教
きょういく

育センターでは、国
こ く ひ

費外
がいこくじん

国人留
りゅうがくせい

学生を主
しゅ

たる対
たいしょう

象として、さまざま

な短
た ん き

期集
しゅうちゅう

中日
に ほ ん ご

本語プログラムを提
ていきょう

供しています。プログラムはその内
ないよう

容により次
つぎ

のように区
く ぶ ん

分さ

れています。各
かく

プログラムの詳
くわ

しい内
ないよう

容については、後
こうけい

掲のプログラム別
べつ

履
りしゅう

修案
あんない

内のページを見
み

てください。

① 学
が く ぶ

部留
りゅうがくせい

学生プログラム [U]　（授
じゅぎょう

業期
き か ん

間：4 月
がつ

～ 3 月
がつ

）

② 日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化研
けんしゅう

修留
りゅうがくせい

学生プログラム [J]　（授
じゅぎょう

業期
き か ん

間：10 月
がつ

～ 8 月
がつ

）

③ メイプル・プログラム [M]　（授
じゅぎょう

業期
き か ん

間：10 月
がつ

～ 8 月
がつ

）

④ 大
おおさか

阪大
だいがく

学ファウンデーションプログラム [F]　（授
じゅぎょう

業期
き か ん

間：10 月
がつ

～ 3 月
がつ

）

⑤ 大
おおさか

阪・マヒドン連
れんけい

携短
た ん き

期留
りゅうがく

学日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化特
とくべつ

別プログラム [O]　（授
じゅぎょう

業期
き か ん

間：3 月
がつ

～ 8 月
がつ

）

2．授
じゅぎょう

業
(1) 学

が っ き

期

1 年
ねん

を春
はる

～夏
なつ

学
が っ き

期（4 月
がつ

1
ついたち

日から 9 月
がつ

30 日
にち

まで）と秋
あき

～冬
ふゆ

学
が っ き

期（10 月
がつ

1
ついたち

日から翌
よくねん

年 3 月
がつ

31 日
にち

）

に分
わ

けます。

U プログラムの授
じゅぎょう

業は年
ねんかん

間 35 週
しゅう

にわたって開
かいこう

講しています。

J 及
およ

び M プログラムの授
じゅぎょう

業は春
はる

～夏
なつ

学
が っ き

期に 15 週
しゅう

、秋
あき

～冬
ふゆ

学
が っ き

期に 15 週
しゅう

、年
ねんかん

間 30 週
しゅう

、F プログ

ラムの授
じゅぎょう

業は秋
あき

～冬
ふゆ

学
が っ き

期にのみ 15 週
しゅう

にわたって開
かいこう

講しています。冬
ふゆ

学
が っ き

期に 8 週
しゅう

、または春
はる

学
が っ き

期

に 8 週
しゅう

のターム科
か も く

目も開
かいこう

講しています。

(2) 授
じゅぎょうじかん

業時間

授
じゅぎょう

業は 1 時
じ げ ん

限当
あ

たり 90 分
ぷん

で行
おこな

い、月
げつ

曜
よう

日
び

から金
きん

曜
よう

日
び

まで、1 日
にち

5 時
じ げ ん

限開
かいこう

講しています。

時
じ

　限
げん

授
じゅ

　業
ぎょう

　時
じ

　間
かん

第
だい

1 時
じ げ ん

限 午
ご ぜ ん

前 8：50 － 10：20

第
だい

2 時
じ げ ん

限 午
ご ぜ ん

前 10：30 － 12：00

第
だい

3 時
じ げ ん

限 午
ご ご

後 1：30 － 3：00

第
だい

4 時
じ げ ん

限 午
ご ご

後 3：10 － 4：40

第
だい

5 時
じ げ ん

限 午
ご ご

後 4：50 － 6：20
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Intensive Japanese Programs

1. Types of Programs
The Center for Japanese Language and Culture, The University of Osaka, offers 

various short-term intensive Japanese programs, mainly for Monbu-kagaku-sho (MEXT) 
scholarship students.  They are categorized into the following programs according to the 
content.  Each program is described in detail in its proper section.

①	Undergraduate Students Program [U]　(Classes: between April and March)
②	Japanese Studies Program [J]　(Classes: between October and August)
③	Maple Program [M]　(Classes: between October and August)
④	 The University of Osaka Foundation Program [F]　(Classes: between October and March)
⑤	 Osaka-Mahidol Short-term Program in Japanese Language and Culture [O]　(Classes: 

between March and August)

2. Classes
(1) Terms

There are four terms (two semesters) each year: Spring and Summer Terms (Spring 
Semester) (April 1 to September 30) and Fall and Winter Terms (Fall Semester) (October 1 
to March 31 of the following year).

U Program classes are held for 35 weeks per year. 
J Program and M Program classes are held for 30 weeks per year – 15 weeks in the 

spring semester and 15 weeks in the fall semester. F Program classes are held for 15 weeks, 
only in the fall semester. There are also term courses offered for 8 weeks in the winter term 
or 8 weeks in the spring term. 

(2) Class meeting times
There are five 90-minute time periods, each day from Monday to Friday. 

Period Class meeting times

1st Period 8：50 a.m. － 10：20 a.m.

2nd Period 10：30 a.m. － 12：00 p.m.

3rd Period 1：30 p.m. － 3：00 p.m.

4th Period 3：10 p.m. － 4：40 p.m.

5th Period 4：50 p.m. － 6：20 p.m.



― 3 ―

(3) 学
がくしゅう

修時
じ か ん

間

授
じゅぎょう

業の方
ほうほう

法に応
おう

じて学
がくしゅう

修時
じ か ん

間を次
つぎ

のように定
さだ

めています。

種
しゅべつ

別 講
こ う ぎ

義・演
えんしゅう

習 種
しゅべつ

別 実
じっしゅう

習

学
がくしゅう

修時
じ か ん

間 授
じゅぎょう

業 15 時
じ か ん

間 自
じしゅう

習 30 時
じ か ん

間 学
がくしゅう

修時
じ か ん

間 授
じゅぎょう

業 30 時
じ か ん

間 自
じしゅう

習 15 時
じ か ん

間

(4) 休
きゅうこう

講

休
きゅうこう

講は CJLC 事
じ む

務室
しつ

前
まえ

の掲
け い じ ば ん

示板によって通
つ う ち

知しますので、授
じゅぎょう

業前
まえ

に必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

休
きゅうこう

講の掲
け い じ

示がなく、授
じゅぎょう

業開
か い し

始時
じ こ く

刻から 30 分
ぷん

以
いじょう

上経
け い か

過しても授
じゅぎょう

業担
たんとう

当講
こ う し

師が出
しゅっこう

講しない場
ば あ い

合は、

CJLC 事
じ む

務室
しつ

に連
れんらく

絡して、その指
し じ

示を受
う

けてください。

交
こうつう

通機
き か ん

関の運
うんきゅう

休や暴
ぼうふう

風警
けいほう

報・特
とくべつ

別警
けいほう

報の発
はつれい

令によって授
じゅぎょう

業が休
きゅうこう

講になる場
ば あ い

合があります。

「気
きしょうけいほう

象警報の発
はっぴょうじ

表時等
とう

における授
じゅぎょう

業の取
とりあつか

扱いについて」（15 ページ参
さんしょう

照）に従
したが

って、休
きゅうこう

講になる

かどうかを判
はんだん

断してください。

(5) 補
ほ こ う

講

授
じゅぎょう

業の進
し ん ど

度または休
きゅうこう

講を補
おぎな

う授
じゅぎょう

業として補
ほ こ う

講が行
おこな

われる場
ば あ い

合があります。直
ちょくせつ

接担
たんとう

当講
こ う し

師が指
し じ

示

するほか、掲
け い じ

示によっても通
つ う ち

知します。

3．試
し け ん

験・成
せいせき

績
(1) 試

し け ん

験

試
し け ん

験は、筆
ひ っ き

記試
し け ん

験、口
こうとう

頭試
し け ん

験、レポート、論
ろんぶん

文、実
じ つ ぎ

技等
とう

の方
ほうほう

法によって行
おこな

われます。出
しゅっせき

席回
かいすう

数、

定
て い き

期試
し け ん

験外
がい

に行
おこな

われる試
し け ん

験の成
せいせき

績などが加
か み

味されることもあります。また、平
へいじょう

常の成
せいせき

績をもって

試
し け ん

験の成
せいせき

績に代
か

える場
ば あ い

合もあります。各
かく

授
じゅぎょう

業がどのような評
ひょうか

価方
ほうほう

法を用
もち

いるかは、KOAN からシ

ラバスを参
さんしょう

照してください。
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(3) Credit hours
According to the type of course, credit hours are prescribed as follows:

Category Lecture/Seminar Category Recitation
Credit
hours

Class:
15 credit hours

Private study:
30 credit hours

Credit
hours

Class:
30 credit hours

Private study:
15 credit hours

(4) Cancellation of classes
Cancellation of a class will be announced on the bulletin board near the CJLC Office.  Be 

sure to check the bulletin board before attending a class.
When the instructor in charge does not appear in the classroom within 30 minutes from 

the start time of the class and there is no cancellation notice on the bulletin board, please 
contact the CJLC Office and follow its instructions.

Classes may be cancelled when public transportation service is suspended or a storm 
warning as well as an emergency warning are issued. Please refer to the Guidelines for 
Cancellation of Classes due to weather warnings, disasters, and suspension of public 
transportation (see p.16) to see whether classes will be cancelled.

(5) Supplementary classes
Supplementary classes may be held to make up for a delay in progress or a cancelled 

class.  Information on supplementary classes will be given directly by the instructor in 
charge and posted on the bulletin board.

3. Examinations and Academic Record
(1) Examinations

Evaluation methods include written and oral examinations, reports, papers, practical and 
other examinations.  For some courses, the rate of attendance and marks in unscheduled 
examinations are also reflected in grading, or substituted for marks in scheduled 
examinations.  For the evaluation method of each course, see the volume Syllabus through 
KOAN.
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● 試
し け ん

験に関
かん

する注
ちゅうい

意事
じ こ う

項

①	試
し け ん

験に関
かん

する通
つ う ち

知は掲
け い じ

示もしくは、授
じゅぎょう

業担
たんとう

当講
こ う し

師から口
こうとう

頭で通
つ う ち

知されます。

②	試
し け ん

験開
か い し

始時
じ か ん

間から 30 分
ぷん

以
いじょう

上遅
おく

れて来
き

た場
ば あ い

合は、試
し け ん

験を受
う

けられませんので、遅
おく

れないよう

に注
ちゅうい

意してください。試
し け ん

験開
か い し

始後
ご

45 分
ふん

以
い こ う

降は、試
し け ん

験会
かいじょう

場から退
たいしつ

室することができます。

③	試
し け ん

験中
ちゅう

にカンニングなどの不
ふ せ い

正行
こ う い

為が発
はっかく

覚した場
ば あ い

合は、即
そ く じ

時受
じゅけん

験を停
て い し

止し、当
とうがい

該科
か も く

目の無
む こ う

効

を命
めい

じられます。不
ふ せ い

正行
こ う い

為を行
おこな

った場
ば あ い

合、学
がくそく

則により懲
ちょうかい

戒処
しょぶん

分を受
う

けます。

④	履
りしゅう

修登
とうろく

録をしていない科
か も く

目を受
じゅけん

験しても無
む こ う

効です。

(2) 成
せいせき

績の評
ひょうか

価

履
りしゅう

修した授
じゅぎょうかもく

業科目の成
せいせき

績は、次
じひょう

表のとおり「A+・A・A－・B+・B・C+・C・C－」のランクで評
ひょうか

価されます。

判
はん

　　定
てい

合
ごう

　　　　　　格
かく

不
ふ

合
ごう

格
かく

評
ひょう

　　価
か

A+ A A－ B+ B C+ C C－ F

成
せい

績
せき

（100 点
てん

満
まんてん

点） 100－90 点
てん

89－85 点
てん

84－80 点
てん

79－75 点
てん

74－70 点
てん

69－65 点
てん

64－61 点
てん

60 点
てん

59－0 点
てん

※他
た が く ぶ 


学部の学
がくせい

生は、所
しょぞく

属学
が く ぶ

部の規
き て い

定を確
かくにん

認してください。

(3) 成
せいせき

績の通
つ う ち

知

履
り

修
しゅう

した授
じゅぎょう

業科
か も く

目の成
せいせき

績は、修
しゅうりょうしき

了式以
い こ う

降に「成
せいせき

績証
しょうめいしょ

明書」として各
か く じ

自に配
はい

布
ふ

します。

4．修
しゅう

了
りょう

認
にん

定
てい

(1) 修
しゅうりょう

了要
ようけん

件

プログラムにおいて所
しょてい

定の授
じゅぎょうかもく

業科目を修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。具
ぐ た い て き

体的な授
じゅぎょう

業科
か も く め い

目名、科
か も く

目

数
すう

、必
ひっしゅう

修・選
せんたくかもく

択科目などの内
うちわけ

訳は、後
こうけい

掲のプログラムごとの概
がいよう

要を参
さんしょう

照してください。

修
しゅうりょう

了の可
か ひ

否は、春
はる

～夏
なつ

学
が っ き

期については 8 月
がつ

に、秋
あき

～冬
ふゆ

学
が っ き

期については 3 月
がつ

に発
はっぴょう

表します。

(2) 修
しゅうりょう

了証
しょうしょ

書

プログラムの所
しょてい

定の修
しゅうりょうようけん

了要件を、定
さだ

められた履
りしゅうほうほう

修方法によって修
おさ

めた者
もの

には、「修
しゅうりょうしょうしょ

了証書」が

授
じ ゅ よ

与されます。
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● Matters to note regarding examinations
① Information on scheduled examinations will be posted on the bulletin board or made an 

oral announcement from the instructor in charge.
② If you appear in the classroom later than 30 minutes from the start time of the 

examination, you will not be allowed to take the examination.  Be careful not to be late 
for an examination.  Students may leave the classroom 45 minutes from the start time 
of an examination.

③ If a student is caught cheating or doing other unfair conduct in an examination, he/
she should immediately stop the test, and his/her registration for the subject will be 
cancelled.  Students guilty of unfair conduct will be subjected to disciplinary action in 
accordance with the school regulations.

④ Taking an examination in a subject for which you have not been registered will not 
receive credit.

(2) Grading
Achievement in each subject is evaluated as Grade A+, A, A-, B+, B, C+, C, C-, or F as shown in the table below:

Assessment Passed Failed
Grade A+ A A-  B+ B C+ C C- F

Score (out of 100) 100-90 89-85 84-80 79-75 74-70 69-65 64-61 60 59-0

※ Students from other faculties should check the regulations of their own faculty.

(3) Notification of grades
The grades in subjects for which students have registered are notified by Transcript/

Academic Record to each student after the closing ceremony.

4. Approval of Completion
(1) Requirements for a certificate

It is necessary to complete all the subjects required in the program.  For details, such 
as the titles of subjects and the numbers of required subjects and electives, see the each 
program outline given later.

The approval/disapproval of completion of courses is announced in September for the 
August and summer terms and in March for the fall and winter terms.

(2) Certificate of Completion
Certificates will be issued to students who satisfy all the requirements for completion of 

the program in the prescribed manner.
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5．授
じゅぎょう

業科
か も く

目の履
りしゅう

修
(1) プレースメント ―― 日

に ほ ん ご

本語レベルの判
はんてい

定

本
ほん

センターで開
かいこう

講されている授
じゅぎょう

業科
か も く

目を履
りしゅう

修するためには、日
に ほ ん ご

本語レベルの判
はんてい

定を受
う

けなけ

ればなりません。日
に ほ ん ご

本語レベルの判
はんてい

定は、プレースメントテストによって行
おこな

われます。文
ぶんぽう

法、

漢
か ん じ

字、作
さくぶん

文は CJLC のウェブサイトで受
じゅけん

験します。プレースメントテストの詳
しょうさい

細についてはメー

ルでお知
し

らせします。

(2) プログラム別
べつ

オリエンテーション

学
が っ き

期開
か い し

始前
まえ

、または学
が っ き

期開
か い し

始時
じ

にプログラム別
べつ

オリエンテーションを行
おこな

います。各プログラム

の授
じゅぎょう

業の履
りしゅう

修に関
かん

する説
せつめい

明を行
おこな

いますので、全
ぜんいん

員必
かなら

ず出
しゅっせき

席してください。プログラム別
べつ

オリエン

テーションの日
に ち じ

時や実
じ っ し

施場
ば し ょ

所についてはメールでお知
し

らせします。

(3) 履
りしゅう

修登
とうろく

録

学
が っ き

期毎
ごと

に履
りしゅう

修希
き ぼ う

望アンケート（履
りしゅう

修登
とうろく

録）を行
おこな

います。

履
りしゅう

修登
とうろく

録をしていない科
か も く

目は、授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席していても修
しゅうとく

得したとは認
みと

められず、成
せいせき

績を受
う

け取
と

ることはできません。履
りしゅう

修登
とうろく

録ミスがあっても、履
りしゅう

修登
とうろく

録確
かくにん

認期
き か ん

間以
い こ う

降の訂
ていせい

正は認
みと

められません

ので、くれぐれも登
とうろく

録ミスがないよう細
さいしん

心の注
ちゅうい

意を払
はら

って手
て つ づ

続きをしてください。

履
りしゅう

修登
とうろく

録確
かくにん

認期
き か ん

間は、授
じゅぎょう

業開
か い し

始から約
やく

2 週
しゅうかん

間です。

● 履
りしゅう

修登
とうろく

録に関
かん

する注
ちゅうい

意事
じ こ う

項

①	指
し て い

定された授
じゅぎょう

業科
か も く

目以
い が い

外の科
か も く

目を履
りしゅう

修登
とうろく

録することはできません。

②	指
し て い

定されたクラスの授
じゅぎょう

業科
か も く

目以
い が い

外に登
とうろく

録できない授
じゅぎょう

業科
か も く

目があります。上
じょうき

記 (2) のプログラ

ム別
べつ

オリエンテーションでの「履
りしゅう

修上
じょう

の注
ちゅうい

意」に留
りゅうい

意し、その指
し じ

示に従
したが

って履
りしゅう

修してくだ

さい。

③	履
りしゅう

修登
とうろく

録締
しめきり

切後
ご

、誤
あやま

りがないかどうかチェックし、誤
あやま

りが有
あ

ればすぐに CJLC 事
じ む し つ

務室に申
もう

し出
で

てください。

(4) 修
しゅうりょう

了論
ろんぶん

文

本
ほん

センターでは、修
しゅうりょう

了論
ろんぶん

文を課
か

しているプログラムやコースがあります。具
ぐ た い て き

体的には、後
こうけい

掲の

プログラムごとの概
がいよう

要を参
さんしょう

照し、指
し じ

示に従
したが

って提
ていしゅつきげん

出期限までに論
ろんぶん

文を提
ていしゅつ

出してください。
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5. Subject Registration
(1) Placement: Evaluation of degree of proficiency in Japanese

To register for the subjects offered by the CJLC, students need to be evaluated for their 
degree of proficiency in Japanese.  The evaluation is done through a placement test. You 
can take grammar, Kanji and composition test at the CJLC website. For more information  
of the placement test will be notified by Email.

(2) Orientation Sessions by Program
Before or at the beginning of each term, the orientation sessions by program will be held.  

All the students are required to attend the orientation to take classes in each program.  The 
schedule and location of Orientation Sessions by program will be announced by Email.

(3) Registration
Subject registration questionnaire will be conducted every term.
If you fail to register for a subject, you will not be graded for the subject or considered 

to have completed the subject, even if you attend the class.  Any corrections in the subject 
registration forms should be made within the registration period.  Take care in preparing 
and submitting your registration form.

The last day of the registration period is usually about two weeks after the beginning of 
classes.

● Matters to note regarding subject registration
① You cannot register for a course which is not a designated subject.
② For some subjects, students are allowed to register for designated courses only.  At 

the Orientation Sessions by Program mentioned in section (2) above, information 
will be given about important matters in registration.  Be sure to pay attention to this 
information and follow the instructions in registering for subjects.

③ After the deadline of the subject registrations, double-check that all requirements 
have been completed.  If there are any corrections, you must let CJLC office know 
immediately.

(4) Paper of completion course
In some programs/courses, students are required to submit a paper for completion of the 

course.  In accordance to the instructions in the each program outline given later, submit the 
paper by the deadline.
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6．CJLC 事
じ む

務室
しつ

の事
じ む

務取
とりあつかい

扱
(1) 事

じ む

務取
とりあつかい

扱時
じ か ん

間

CJLC 事
じ む

務室
しつ

の事
じ む

務取
とりあつかい

扱は次
つぎ

のとおりです。月
げ つ よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日（祝
しゅくじつ

日を除
のぞ

く）

場
ば

　所
しょ

7 階
かい

　日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化教
きょういく

育センター事
じ む し つ

務室

窓
ま ど ぐ ち じ む

口事務取
とりあつかいじかん

扱時間
午
ご ぜ ん

前 10：00 － 11：30

午
ご ご

後 12：30 － 4：30

（注
ちゅう

）臨
り ん じ

時の休
きゅうぎょう

業や窓
まどぐち

口取
とりあつかい

扱時
じ か ん

間を変
へんこう

更する場
ば あ い

合は、掲
け い じ

示で通
つ う ち

知します。

(2) 教
きょうむ

務関
かんけい

係事
じ こ う

項の通
つ う ち

知方
ほうほう

法

授
じゅぎょう

業や試
し け ん

験に関
かん

する連
れんらく

絡など教
きょうむ

務関
かんけい

係の通
つ う ち

知は、掲
け い じ

示かメールで行
おこな

います。CJLC 事
じ む し つ

務室前
まえ

の

掲
け い じ ば ん

示板とメールを、授
じゅぎょう

業前
まえ

に必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

(3) 証
しょうめい

明書
しょ

教
きょうむ

務関
かんけい

係の証
しょうめいしょ

明書をご希
き ぼ う

望の方
かた

は、CJLC ホームページの「証
しょうめいしょ

明書について」からお申
もう

し込
こ

み

のうえ、本
ほんにん

人確
かくにん

認書
しょるい

類など申
しんせい

請に必
ひつよう

要な書
しょるい

類をご提
ていしゅつ

出ください。

証
しょうめいしょ

明書は、原
げんそく

則として申
しんせい

請日
び

から 7 日
か

後
ご

に発
はっこう

行します。

ただし、夏
か き

季休
きゅうぎょう

業期
き か ん

間、冬
と う き

季休
きゅうぎょう

業期
き か ん

間、ゴールデンウィーク、シルバーウィーク、学
が っ き

期の開
か い し

始

時
じ き

期および終
しゅうりょう

了時
じ き

期は、発
はっこう

行までに 10 日
か

程
て い ど

度かかる場
ば あ い

合があります。

CJLC 事
じ む し つ

務室窓
まどぐち

口で発
はっこう

行される教
きょうむ

務関
かんけい

係の主
おも

な証
しょうめいしょ

明書については 13 ページを参
さんしょう

照してくださ

い。

① 成
せいせき

績証
しょうめい

明書
しょ

② 修
しゅうりょう

了証
しょうめい

明書
しょ

③ 在
ざいがく

学証
しょうめい

明書
しょ
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6. Operation of the CJLC Office
(1) Office hours

The location and office hours of the CJLC Office are as follows :
※ Monday-Friday (holidays excluded)

Location 7th floor, Center for Japanese Language and Culture Office

Office 
hours

a.m. 10:00 - 11:30

p.m. 12:30 -  4:30

N.B.  Unscheduled closures or changes in the office hours will be announced on the 
bulletin board.

(2) Communication of curriculum-related information
All curriculum-related information, such as on classes and examinations, will be 

communicated through the bulletin board or Email.  Be sure to check the bulletin board and 
Email near the office of the CJLC Office before attending a class.

(3) Certificates
Students who wish to apply for academic certificates should submit an application via 

the “Application for Certificate Issuance” button on the CJLC website and provide the 
documents required for the application.

Certificates are generally issued seven days after the date of application. However, during 
the summer and winter breaks, Golden Week, Silver Week, and around the beginning and 
end of each semester, it may take approximately ten days for certificates to be issued.

Regarding the main student-related certificates issued at the CJLC Office, please refer to 
page 14.

① Transcript / Academic Record
② Certificate of Program Completion
③ Enrollment Certificate



― 11 ―

7．CJLC 図
と し ょ し つ

書室
7 階

かい

には、図
と し ょ し つ

書室があります。利
り よ う

用の際
さい

には「図
と し ょ か ん

書館利
り よ う し ゃ

用者票
ひょう

」が必
ひつよう

要です。

図
と し ょ し つ

書室には一
いっぱん

般図
と し ょ

書のほか、日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習の各
かくしゅ

種テキストや問
もんだいしゅう

題集などを配
は い か

架しており、CD な

どの付
ふぞくきょうざい

属教材を聴
き

きながら学
がくしゅう

習できる自
じしゅう

習コーナーもあります。

日
に ほ ん

本文
ぶんがく

学資
しりょう

料として、芸
げいのう

能、映
え い が

画、ドラマやアニメなどの AV 資
しりょう

料や、それを視
しちょう

聴するための

設
せ つ び

備も備
そな

えています。使
つか

いたい資
しりょう

料は CJLC のホームページの「日
に ほ ん

本文
ぶんがく

学資
しりょう

料データベース」で

検
けんさく

索して下
くだ

さい。コンピュータとプリンターも利
り よ う

用できます。

開
かいしつじかん

室時間　　月
げ つ よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日　10：00 － 11：30、12：30 － 16：20　（祝
しゅくじつ

日を除
のぞ

く）

（注
ちゅう

）その他
ほか

必
ひつよう

要に応
おう

じ、臨
り ん じ

時に閉
へいしつ

室することがあります。
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7. CJLC Library Room
The CJLC Library Room can be found on the 7th floor.  The "LIBRARY CARD" is 

neccessary in order to enter the room.  In addition to general books, you will find various 
textbooks as well as workbooks on learning Japanese, and there is an area where students can 
study while listening to CDs that come with these books.  

Regarding Japanese literature material, the library room facilitates equipment for viewing 
audio visual material: genres ranging from entertainment, movies, drama, to anime and so 
on.  In order to find the material that you want to use, search the "Japanese Literature Data 
and Audio Visual Materials Database" found on the CJLC website.  Students can use the 
computers and printers in the CJLC Library Room.

The CJLC Library Room is open from Monday through Friday, 10:00-11:30, 12:30-16:20 
(holidays excluded).

(Note)	 The CJLC Library Room will be closed temporarily on an as-needed basis.
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8．証
し ょ う め い し ょ

明 書 の 様
よ う し き

式

No.

(国費外国人留学生)

大阪大学

日本語日本文化教育センター長

本書の記載事項に相違ないことを証明する。

年　月　日

生　　　　物

 備考:
春学期・・・・  4月 ～  9月
秋学期・・・・ 10月 ～  3月合　　　計

物　　　　理 出 席 時 数

欠 席 時 数

合　 計

理
科
系

数　　　　学 授 業 時 数

化　　　　学

区分 学期 春学期 秋学期

文
科
系

政 治 経 済
出 欠 の 記 録

日 本 史

選択 数　学

文 章 表 現

日 本 事 情

＊　英　　　　語

教 科 ・ 科 目 の 評 定 評定段階 特記事項

教 科 ・ 科 目 評定
授業時数

(週当たり)

　Ａ＋：90～100点
　Ａ　：85～89点
　Ａ－：80～84点
　Ｂ＋：75～79点
　Ｂ　：70～74点
　Ｃ＋：65～69点
　Ｃ　：61～64点
　Ｃ－：60点
　Ｆ　：0～59点
　＊　合否科目
　免　：履修免除
　合　：合格
　否　：不合格

日
本
語

聴　　　 解

読　　　 解

文　　　 法

文　　　 字

口 頭 表 現

個人番号 性別

国　籍 氏 名 生年月日

成績証明書

所　属 日本語日本文化教育センター
年　月　日 入    学

年　月　日 修    了

総　長　氏　名

①－ 1　学
が く ぶ

部留
りゅうがくせい

学生プログラム［U］用
よう

②　全
ぜん

プログラム共
きょうつう

通

①－ 2　学
が く ぶ

部留
りゅうがくせい

学生プログラム［U］以
い が い

外

③　全
ぜん

プログラム共
きょうつう

通

総　長　氏　名

評語：A+＝100－90、A＝89－85、A-＝84－80、B+＝79－75、B＝74－70、C+＝69－65、C＝64－61、C－＝60、合＝合格、認＝認定
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President  of  The  University  of  Osaka

Official  Seal  of
The  University  of  Osaka

The University of Osaka

The University of Osaka

President of The University of Osaka

Official Seal of
The University of Osaka

The  University  of  Osaka  Transcript

Grade: A+＝100－90，A＝89－85，A-＝84－80，B+＝79－75，B＝74－70，C+＝69－65，C＝64－61，C－＝60，P＝Pass，Au＝Authorization

8. Forms of Certificates

No.

(Government Sponsored Foreign Student)

Admission  :
Completion :

OFFICIAL SEAL OF
Center for Japanese Language and Culture
The University of Osaka

KISHIDA Yasuhiro
Director

Center for Japanese Language and Culture
The University of Osaka

Biology

Grading
Scale

　Ａ＋：90～100
　Ａ　：85～89
　Ａ－：80～84
　Ｂ＋：75～79
　Ｂ　：70～74
　Ｃ＋：65～69
　Ｃ　：61～64
　Ｃ－：60
　Ｆ　：0～59点
＊Pass/Fail subjects
　Ｎ/Ａ：Not Applicable
　Ｐ：Pass
　Ｆ：Fail

M/D/YYYY

Natural Science

Mathematics
Chemistry

Humanities
Political Science and Economics
Japanese History
Mathematics(Elective)

Japanese Cultural Background

Physics

Reading

Composition

Curriculum Class Evaluation

Curriculum Class Grade Hrs Per Week

* English

Grammar
Kanji
Oral Presentation

Japanese
Language

Listening

ID Number Sex

Nationality
Name

Date Of Birth

TRANSCRIPT

Institution Center for Japanese Language and Culture

①－ 1　For  U  Program

②　Common to All Programs

①－ 2　For  other  Programs

③　Common to All Programs
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9．気
き し ょ う け い ほ う

象警報の発
は っ ぴ ょ う じ

表時等
と う

における授
じゅぎょう

業の取
とりあつか

扱いについて

・	 メディア授
じゅぎょう

業（定
て い き

期試
し け ん

験を含
ふく

む。以
い か

下同
おな

じ。）については、この取
とりあつか

扱いを適
てきよう

用せず、気
きしょう

象警
けいほう

報
の発

はっぴょう

表時
じ

等
とう

においても原
げんそく

則として授
じゅぎょう

業を実
じ っ し

施します。
・	 ただし、メディア授

じゅぎょう

業の実
じ っ し

施が困
こんなん

難な事
じしょう

象が発
はっせい

生した場
ば あ い

合は、授
じゅぎょう

業開
かいこう

講部
ぶきょく

局の判
はんだん

断により
休
きゅうこう

講とすることがあります。その場
ば あ い

合は、KOAN 等
とう

でお知
し

らせします。
・	 学

がくせい

生の皆
みな

さんの居
きょじゅう

住地
ち い き

域又
また

は通
つうがく

学経
け い ろ

路にある地
ち い き

域に「暴
ぼうふう

風警
けいほう

報」、「特
とくべつ

別警
けいほう

報」又
また

は「警
けいかい

戒レ
ベル 4 相

そうとう

当」、「警
けいかい

戒レベル 5 相
そうとう

当」が発
はっぴょう

表された場
ば あ い

合、震
し ん ど

度 5 強
きょう

以
いじょう

上の地
じ し ん

震が発
はっせい

生した場
ば あ い

合
において、避

ひ な ん

難又
また

はその準
じゅんび

備をしなければならない等
など

やむを得
え

ない事
じじょう

情により、メディア
授
じゅぎょう

業を受
じゅこう

講できない場
ば あ い

合には、履
りしゅうじょう

修上不
ふ り え き

利益とならないよう配
はいりょ

慮しますので、授
じゅぎょう

業開
かいこう

講部
ぶきょく

局
又
また

は所
しょぞく

属部
ぶきょく

局の教
きょうむ

務担
たんとうかかり

当係に申
もう

し出
で

てください。

（1）気
きしょう

象警
けいほう

報発
はっぴょうじ

表時の取
とりあつか

扱い
大
お お さ か ふ

阪府「豊
と よ な か し

中市・吹
す い た し

田市・茨
い ば ら き し

木市・箕
み の お し

面市のいずれか又
また

はこれらの市
し

を含
ふく

む地
ち い き

域」に「暴
ぼうふう

風
警
けいほう

報」、「特
とくべつ

別警
けいほう

報＊」又
また

は「警
けいかい

戒レベル 4 相
そうとう

当＊」、「警
けいかい

戒レベル 5 相
そうとう

当＊」が発
はっぴょう

表された場
ば あ い

合、
授
じゅぎょう

業を休
きゅうこう

講とします。
なお、当

とうがい

該発
はっぴょう

表が授
じゅぎょう

業開
か い し ご

始後の場
ば あ い

合は、次
つぎ

の時
じ げ ん

限の授
じゅぎょう

業から休
きゅうこう

講とします。
＊「特

とくべつ

別警
けいほう

報」については暴
ぼうふう

風、波
は ろ う

浪、大
おおゆき

雪、暴
ぼうふう

風雪
せつ

など、「警
けいかい

戒レベル 4 相
そうとう

当」、「警
けいかい

戒レベ
ル 5 相

そうとう

当」については、河
か せ ん

川氾
はんらん

濫、大
おおあめ

雨、土
ど し ゃ

砂災
さいがい

害、高
たかしお

潮など内
ないよう

容を限
げんてい

定せず、すべての
警
けいほう

報を対
たいしょう

象とします。

（適
てきようひょう

用表）

河
か せ ん

川氾
はんらん

濫 大
おおあめ

雨 土
ど し ゃ

砂災
さいがい

害 高
たかしお

潮

警
けいかい

戒レベル 5
相
そうとう

当
レベル 5

氾
はんらん

濫特
とくべつ

別警
けいほう

報
レベル５

大
おおあめ

雨特
とくべつ

別警
けいほう

報
レベル 5

土
ど し ゃ

砂災
さいがい

害特
とくべつ

別警
けいほう

報
レベル５

高
たかしお

潮特
とくべつ

別警
けいほう

報
休
きゅうこう

講
警
けいかい

戒レベル 4
相
そうとう

当
レベル４

氾
はんらん

濫危
き け ん

険警
けいほう

報
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9.	 Cancellation of Classes Due to Special Circumstances (severe 
weather/earthquake etc)

•	 As a general rule, online classes (including regular examinations) will still be held under 
severe weather warnings.

•	 However, if circumstances make it difficult to hold online classes, departments may 
decide to cancel classes. You will be notified via KOAN if classes have been cancelled.

•	 If you live in/commute through an area which has been issued a storm warning/
emergency warning/level 4 : urgent warning/level 5 : emergency warning or has 
experienced an earthquake with a seismic intensity (shindo) of 5+ or higher and you will 
not be able to attend online classes due to evacuation and/or evacuation preparations, 
your department will make arrangements to prevent any penalties with regards to your 
studies, so please contact the academic affairs section of your department.

(1)	 Weather warning -- "Storm Warning" [boufuu-keihou]/"Emergency Warning" 
[tokubetsu-keihou]/ "level 4 : Urgent Warning"/ "level 5 : Emergency 
Warning"

In the case of a "storm warning" [boufuu-keihou] / "emergency warning" [tokubetsu-keihou] 
/ "level 4 : urgent warning" / "level 5:emergency warning" (*) being issued for Toyonaka, 
Suita, Ibaraki, and/or Minoh, classes will be canceled.
If either of these warnings are issued during a class, classes will be cancelled beginning 
with the next class.
* This schedule also applies to any "Emergency Warning" [tokubetsu-keihou] and any  "level 4 : 
urgent warning" or "level 5:emergency warning" regardless of the hazard involved. (Emergency 
Warnings / level 4 : Urgent Warning / level 5 : Emergency Warning are special warnings that 
generally signify weather that is much more dangerous than a typical "Storm Warning.")

(Table of Applicability)
Flood Heavy rain Landslide Storm surge

Equivalent to
Alert Level 5

Level 5
Emergency Warning 

(Flood) 

Level 5 
Emergency Warning 

(Heavy rain) 

Level 5 
Emergency Warning 

(Landslide)

Level 5 
Emergency Warning 

(Storm surge) Class 
CanceledEquivalent to

Alert Level 4

Level 4 
Urgent Warning 

(Flood) 

Level 4 
Urgent Warning 

(Heavy rain) 

Level 4 
Urgent Warning 

(Landslide) 

Level 4 
Urgent Warning 
(Storm surge)

Equivalent to
Alert Level3

Level 3 Warning 
(Flood)

Level 3 Warning 
(Heavy rain) 

Level 3 Warning 
(Landslide) 

Level 3 Warning 
(Storm surge)

Alert Level 2 Level 2 Advisory 
(Flood) 

Level 2 Advisory 
(Heavy rain)

Level 2 Advisory 
(Landslide) 

Level 2 Advisory 
(Storm surge)

Alert Level 1 Level 1 Early Advisory

Emergency Warning Storm Emergency Warning/High Wave Emergency Warning/ 
Heavy Snow Emergency Warning/Snowstorm Emergency Warning Class 

Canceled
Warning

Storm Warning

High Wave Warning/Heavy Snow Warning/Snowstorm Warning

Advisory

Gale Advisory/High Wave Advisory/Heavy Snow Advisory/Gale and Snow Advisory/ 
Dense Fog Advisory/Thunderstorm Advisory/Dry Air Advisory/Avalanche Advisory/ 

Ice Accretion Advisory/Snow Accretion Advisory/Frost Advisory/ 
Low Temperature Advisory/Snow Melting Advisory
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(2)	 Cancellation of Classes due to Transportation Interruptions
If public transportation systems are stopped or suspended (here in after “Suspended”) 

(include in case of only portion of line is suspended) due to uncontrollable circumstances 
by disasters the following procedures will be in effect. 

① For Toyonaka Campus students:
	 Hankyu Takarazuka Line (Umeda-Takadazuka), or Osaka Monorail (all lines)
② For Suita Campus students:
	 Hankyu Senri Line (Umeda/Tenjimbashisuji 6chome-Kitasenri), or Osaka Monorail (all 

lines)
③ For Minoh Campus students
	 Osaka Metro Midosuji Line (include Kita-Osaka Kyuko Line) (Umeda/Minoh-Kayano), 

or Osaka Monorail (all lines)
However, please be aware that the procedures for cancellation of classed do not apply when 
the suspended caused by accidents or trouble.

(3)	 Handling When a Weather Warning —Falling Under the Criteria for 
Class Cancellation Set Forth in #1 Above—Is Lifted or Suspension of 
Public Transport Services
The handling in cases where a weather warning—falling under the criteria for class 

cancellation set forth in #1 above—is lifted or the suspension of public transportation 
services shall be as follows.

If the weather warning has been canceled or suspension of public transportation has been 
resolved  before 6a.m. → All classes will be held as usual.

If the weather warning has been canceled or suspension of public transportation has been 
resolved before 9a.m. → Afternoon classes will be held.

If the weather warning or suspension of public transportation service is still continuing at 
9a.m. → Classed will be canceled all day.

Note : Severe weather warning/suspension of public transportation shall be based on 
official information from the Japan Meteorological Agency, local governments, public 
transportation operators, etc.

(4)	 Cancellation of Classes Due to Earthquake
In the case of an earthquake with seismic intensity of grater 5 occurred in Toyonaka, 

Suita, Ibaraki, and/or Minoh, classes will be canceled.  Also, if the earthquake occurred 
after 5:15 p.m., next day’s classes will be canceled all day.

And, in the case of an earthquake occurred out the area stated above, or the case of its 
seismic intensity of lower 5, all classes will be adjusted as the “2. Cancellation of Class Due 
to Transportation Interruption”. 
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(5)	 Evacuation Instruction or Emergency Safety Measures due to Disaster
In the case of an “evacuation instruction” or “emergency safety measures” (herein after 

“Evacuation Instruction”) due to disaster being issued for Toyonaka, Suita, Ibaraki, and/or 
Minoh, Department and Division located at the area where Evacuation Advisories issued 
may cancel classes.  Please follow instructions from Department and Division.

(6)	  Others
1.	 If a class is not cancelled but a student cannot attend due to unavoidable circumstances 

stated below happened in your residential area or while commuting, he or she can ask the 
Students Affairs Division in charge not to penalize them for being absent from the class.

	 *In case of a weather warning —falling under the criteria for class cancellation set forth 
in #1 above is issued

	 *In case of an earthquake same as #4 above is occurred 
	 *In case of public transportation note stated at #2 is suspended 

2.	 In the case that issuance of weather alert and evacuation instruction, suspension 
of public transportation can be predicted well beforehand, or there is necessity of 
emergently cancel classes, university may announce class cancellation by official web 
page or KOAN, X (formerly Twitter) account (https://x.com/OU_emergency).

However, under these arrangements, if it can be confirmed at the designated time 
that the relevant weather warning has been issued, public transportation services have 
been suspended, or an evacuation order/advisory (etc.) has been issued, measures 
such as class cancellations will be applied in accordance with these arrangements 
without waiting for individual notifications via official web page or KOAN, X account. 
(If the University issues a notice, it will serve to provide supplementary information on the 
situation and is expected to be released between 8:30 a.m. and 5:15 p.m.) 

Students should make their own judgment after checking official information from the 
Japan Meteorological Agency, local governments, public transportation operators, etc.

Japan Meteorological Agency: Weather Warnings/Advisories for Osaka Prefecture
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=offices&area_code=270000&lang= 
en&timeline_efilter=all&timeline_lfilter=all



― 51 ―

M

メイプル・プログラム

［Ｍプログラム］

1．プログラムの概
がい

要
よう

メイプル・プログラム（大
おお

阪
さか

大
だい

学
がく

短
たん

期
き

留
りゅう

学
がく

日
に

本
ほん

語
ご

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

特
とく

別
べつ

プログラム）は、大
おお

阪
さか

大
だい

学
がく

短
たん

期
き

留
りゅう

学
がく

特
とく

別
べつ

プログラムの一
ひと

つで、日
に

本
ほん

語
ご

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

教
きょう

育
いく

センターが教
きょう

育
いく

デザインした 1 年
ねん

間
かん

のプログ

ラムです（9 月
がつ

渡
と に ち

日、授
じゅぎょう

業期
き か ん

間は 10 月
がつ

～翌
よくねん

年 8 月
がつ

）。

このプログラムは、学
がく

生
せい

がそれぞれの自
じ

分
ぶん

の目
もく

標
ひょう

に合
あ

わせて、日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

を高
たか

めること、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や社
しゃ

会
かい

についての知
ち

識
しき

を得
え

ること、自
じ

国
こく

の言
げん

語
ご

・文
ぶん

化
か

・社
しゃ

会
かい

と比
ひ

較
かく

対
たい

照
しょう

させながら、日
に

本
ほん

をさまざまな角
かく

度
ど

から理
り

解
かい

し、世
せ

界
かい

に発
はっ

信
しん

できる人
じん

材
ざい

になることを目
もく

標
ひょう

としています。

このプログラムのすべての学
がく

生
せい

に対
たい

して、日
に

本
ほん

語
ご

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

教
きょう

育
いく

センターのアドバイザーが、

履
りしゅう

修指
し ど う

導などの学
がくしゅう

習指
し ど う

導を行
おこな

います。

知知るる伝伝ええるる

話話しし合合うう

日本語日本文化専門演習（MDR）
課題を発見し、解決する方法を見つけ、発信する力を獲得する科目

自主研究科目
自律的に研究する科目

（指導教員による指導あり）

研究科目
さまざまな知見を深める科目
（言語・文学・歴史など）

日本語実習科目
日本語能力を向上させる科目

【知る】【話し合う】【伝える】という３つのスキルの向上

他の文化の人たちや社会とつながることができる人になる

単位修得可能な科目は約１６０

20%

自自主主研研究究

日日本本語語実実習習科科目目

研研究究科科目目
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M

Maple Program [M]

1. Program Outline

The Maple Program (The University of Osaka Intensive Japanese Language and Culture 
Program for Exchange Students) is a short-term student exchange program of The University 
of Osaka hosted by the Center for Japanese Language and Culture (CJLC). 

This one-year program (arrival in Japan in September, classes held from October to August 
of the following year) is designed to help students improve their Japanese language skills as 
well as enhance their knowledge of Japanese culture and society, moving them further towards 
their respective academic goals. Moreover, it aims to cultivate the human resources required 
to deeply understand Japan from various perspectives by giving students the academic tools 
to compare and contrast Japanese language, culture and society with their own, and then share 
that knowledge widely.

A faculty advisor is assigned by the CJLC to each student enrolled in the program to 
provide advice regarding subject registration and other academic activities.

Acquiring 
knowledge

Conveying 
information

Discussing

Directed Research & Reading（MDR）
A  seminar aimed at discovering new themes, working out 

solutions, and finding ways to express yourself. 

Independent Study
Independent research under 
the guidance of a specialized

academic advisor.

Research Subjects
Subjects aimed at deepening 
your knowledge of Japanese 

linguistics, literature, history, etc.

Japanese Language Subjects
Subjects aimed at expanding your Japanese 

language skills.

Develop core skills of acquiring, discussing and 
conveying knowledge and information

Learn to connect with different cultures and their people

単位修得可能な科目は約１６０

20%

Independent 
Study

Japanese Language 
Subjects

Research 
Subjects

Nearly 160 credit-bearing subjects
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コース区
く ぶ ん

分

メイプル・プログラムは初
しょ

中
ちゅうきゅう

級コース、中
ちゅうきゅう

級コース、中
ちゅう

上
じょうきゅう

級コース、上
じょうきゅう

級コースを開
かいこう

講します。

各
かく

学
がくせい

生の所
しょぞく

属するコースは、プレースメントテストの結
け っ か

果にもとづいて決
けってい

定されます。

初
しょ

中
ちゅうきゅう

級コース
プレースメントテストで日

に ほ ん ご

本語レベルが初
しょ

中
ちゅうきゅう

級（A2）レベルと判
はんてい

定された学
がくせい

生向
む

けのコース

です。「日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化専
せんもん

門演
えんしゅう

習」という必
ひっしゅう

修科
か も く

目でさまざまな体
たいけん

験を通
とお

して総
そうごうてき

合的に日
に ほ ん ご

本語・

日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化を学
まな

びます。また、「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α」「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

β」

という必
ひっしゅう

修科
か も く

目（MGV）を受
う

け、基
き ほ ん て き

本的な文
ぶん

法
ぽう

や語
ご

彙
い

を学
まな

びます。選
せんたく

択科
か も く

目は、初
しょ

中
ちゅうきゅう

級レベル

の科
か も く

目以
い が い

外に、中
ちゅうきゅう

級レベル選
せんたく

択科
か も く

目からも履
りしゅう

修することができます。

中
ちゅうきゅう

級コース
プレースメントテストで日

に ほ ん ご

本語レベルが中
ちゅうきゅう

級（B1）レベルと判
はんてい

定された学
がくせい

生向
む

けのコースです。

「日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化専
せんもん

門演
えんしゅう

習」という必
ひっしゅう

修科
か も く

目でさまざまな体
たいけん

験を通
とお

して総
そうごうてき

合的に日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本

文
ぶ ん か

化を学
まな

びます。また、「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α」「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

β」という

必
ひっしゅう

修科
か も く

目（MGV）を受
う

け、より高
こ う ど

度な文
ぶん

法
ぽう

や語
ご

彙
い

を学
まな

びます。選
せんたく

択科
か も く

目は、中
ちゅうきゅう

級レベルの科
か も く

目

以
い が い

外に、初
しょ

中
ちゅうきゅう

級レベル、中
ちゅう

上
じょうきゅう

級レベル選
せんたく

択科
か も く

目からも履
りしゅう

修することができます。

中
ちゅう

上
じょうきゅう

級コース
プレースメントテストで日

に ほ ん ご

本語レベルが中
ちゅう

上
じょうきゅう

級（B2）レベルと判
はんてい

定された学
がくせい

生向
む

けのコース

です。「日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化専
せんもん

門演
えんしゅう

習」という必
ひっしゅう

修科
か も く

目でさまざまな体
たいけん

験を通
とお

して総
そうごうてき

合的に日
に ほ ん ご

本語・

日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化を学
まな

びます。選
せんたく

択科
か も く

目は、中
ちゅう

上
じょうきゅう

級レベルの科
か も く

目以
い が い

外に、中
ちゅうきゅう

級レベル、上
じょうきゅう

級レベル選
せんたく

択

科
か も く

目からも履
りしゅう

修することができます。

上
じょうきゅう

級コース
プレースメントテストで日

に ほ ん ご

本語レベルが上
じょうきゅう

級（C1）レベルと判
はんてい

定された学
がくせい

生向
む

けのコースです。

「日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化専
せんもん

門演
えんしゅう

習」という必
ひっしゅう

修科
か も く

目でさまざまな体
たいけん

験を通
とお

して総
そうごうてき

合的に日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本

文
ぶ ん か

化を学
まな

びます。選
せんたく

択科
か も く

目は、上
じょうきゅう

級レベルの科
か も く

目以
い が い

外に、中
ちゅう

上
じょうきゅう

級レベル選
せんたく

択科
か も く

目からも履
りしゅう

修する

ことができます。
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Course information

The Maple Program features four courses: Pre-intermediate, Intermediate, Upper-
intermediate and Advanced. Students are placed in one of these four courses based on the 
results of a preliminary placement test. 

Pre-intermediate Course
This course is designed for students evaluated to be within the CJLC’s A2 range of 

Japanese language proficiency. Students learn Japanese language and culture through a 
range of activities conducted in “Directed Research & Reading” and further refine their 
grammar and vocabulary through the courses “Pre-intermediate Japanese α: Grammar & 
Vocabulary” and “Pre-intermediate Japanese β: Grammar & Vocabulary.” Students may 
choose elective classes from both the Pre-intermediate and Intermediate course levels.

Intermediate Course
This course is designed for students evaluated to be within the CJLC’s B1 range of 

Japanese language proficiency. Students learn Japanese language and culture through a 
range of activities conducted in “Directed Research & Reading” and further refine their 
grammar and vocabulary through the courses “Intermediate Japanese α: Grammar & 
Vocabulary” and “Intermediate Japanese β: Grammar & Vocabulary.” In addition to classes 
offered at the Intermediate course level, students may take elective classes from both the 
Pre-intermediate and Upper-intermediate course levels.

Upper-intermediate Course
The Upper-intermediate Course is intended for students evaluated to be within the 

CJLC’s B2 range of Japanese language proficiency. Students learn Japanese language 
and culture through a range of activities conducted in “Directed Research & Reading.” 
In addition to classes offered at the Upper-intermediate course level, students may take 
elective classes from both the Intermediate and Advanced course levels.

Advanced Course
The Advanced Course is designed for students evaluated to be within the CJLC’s C1 

range of Japanese language proficiency. Students learn Japanese language and culture 
through a range of activities conducted in “Directed Research & Reading.” Advanced 
Course students may choose elective classes from the Upper-intermediate and Advanced 
course levels.
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2．プログラムの修
しゅうりょう

了要
ようけん

件

修
しゅう

了
りょう

するためには、1 年
ねん

間
かん

で 30 単
たん

位
い

以
い

上
じょう

、修
しゅうとく

得しなければなりません。

種
しゅ

別
べつ

授
じゅ

 業
ぎょう

 科
か

 目
もく

単
た ん い す う

位数 修
しゅうりょうようけん

了要件

必
ひっ

修
しゅう

日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化専
せんもん

門演
えんしゅう

習（MDR）

各
かく

2 単
た ん い

位

通
つうねん

年

30 単
た ん い

位以
いじょう

上

選
せん

択
たく 

研
けんきゅう

究科
か も く

目

自
じ し ゅ

主研
けんきゅう

究科
か も く

目（MIS）

必
ひっしゅう

修

（初
しょ

中
ちゅうきゅう

級コース）

現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α（MGV） 4 単
た ん い

位

現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

β（MGV） 2 単
た ん い

位

必
ひっしゅう

修

（中
ちゅうきゅう

級コース）

現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α（MGV） 4 単
た ん い

位

現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

β（MGV） 2 単
た ん い

位

選
せんたく

択
日
に ほ ん ご

本語実
じっしゅう

習科
か も く

目
各
かく

1 単
た ん い

位
多
た ぶ ん か

文化・地
ちいききょうせいかもく

域共生科目（MCC）＊

� ＊「多
た ぶ ん か

文化・地
ちいききょうせいかもく

域共生科目」は、ターム科
か も く

目である。

※「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α/β」「現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α/β」は、指
し ど う

導教
きょういん

員の許
き ょ か

可

があれば、選
せんたく

択科
か も く

目に代
か

えることができます。
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2. Requirements for [M] Program Certificate

To complete the program, students must earn 30 or more credits in a year.

Category Course Credits Requirements
for completion

Required Directed Research & Reading  (MDR)

2 credits
each

30 or more credits
in a year

Electives
Research Subjects

Independent Study (MIS)

Required
(Pre-intermediate 
Japanese Course)

Pre-intermediate Japanese α: 
Grammar & Vocabulary (MGV) 4 credits

Pre-intermediate Japanese β: 
Grammar & Vocabulary (MGV) 2 credits

Required
(Intermediate 

Japanese Course)

Intermediate Japanese α: 
Grammar & Vocabulary (MGV) 4 credits

Intermediate Japanese β: 
Grammar & Vocabulary (MGV) 2 credits

Electives
Japanese Language Subjects

1 credit
eachMulticultural Community Cohesion

Subject (MCC)*

� * “Multicultural Community Cohesion Subject” is a term subject.

※ With their academic advisor’s permission, students may substitute an elective course for 
Pre-intermediate Japanese α/β: Grammar & Vocabulary and Intermediate Japanese α/β: 
Grammar & Vocabulary.
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3．開
か い こ う か も く

講科目の概
が い よ う

要

メイプル・プログラムでは、日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化専
せんもん

門演
えんしゅう

習（MDR）、日
に ほ ん ご

本語実
じっしゅう

習科
か も く

目（L）、現
げんだい

代

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

（MGV）、現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

（MGV）、研
けんきゅう

究科
か も く

目（R）、自
じ し ゅ

主

研
けんきゅう

究科
か も く

目（MIS）、多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域共
きょうせい

生科
か も く

目（MCC）が開
かい

講
こう

されています。

3-1．必
ひっしゅうかもく

修科目
必
ひっしゅう

修科
か も く

目は、全
すべ

てのメイプル・プログラムの学
がくせい

生にとって必
ひっしゅう

修の①【日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化専
せんもん

門

演
えんしゅう

習】と、日
に ほ ん ご

本語レベルが初
しょ

中
ちゅうきゅう

級（A2）と判
はんてい

定された学
がくせい

生にとって必
ひっしゅう

修の②【現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α/β】と、日
に ほ ん ご

本語レベルが中
ちゅうきゅう

級（B1）と判
はんてい

定された学
がくせい

生にとって必
ひっしゅう

修の③【現
げんだい

代

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

α/β】があります。

①【日
に ほ ん ご

本語日
に ほ ん ぶ ん か

本文化専
せんもん

門演
えんしゅう

習】（MDR）

総
そうごうてき

合的に日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん ぶ ん か

本文化を学
まな

ぶことができます。近
きんりん

隣施
し せ つ

設への実
じっちけんがく 

地見学（社
しゃかい

会・文
ぶ ん か

化体
たいけん

験

学
がくしゅう

習）や、日
に ほ ん じ ん

本人のチューターやティーチングアシスタント（学
が く ぶ せ い

部生および大
だいがくいんせい

学院生）との課
か だ い

題

解
かいけつがた

決型学
がくしゅう

習を通
とお

して、総
そう

合
ごう

的
てき

に日
に

本
ほん

の言
げん

語
ご

・文
ぶん

化
か

・社
しゃ

会
かい

を理
り

解
かい

できる能
のう

力
りょく

を養
やしな

うことを目
もく

的
てき

とし

ています。とくに円
えん

滑
かつ

なコミュニケーションを行
おこな

うための三
さん

技
ぎ

能
のう

（「知
し

る」「話
はな

し合
あ

う」「伝
つた

える」）

を中
ちゅう

心
しん

に能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

をはかります。

②【現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙 α/β】（MGV）

プレースメントテストで初
しょ

中
ちゅうきゅう

級レベル（A2）と判
はんてい

定された学
がくせい

生の必
ひっしゅう

修科
か も く

目です。日
に ほ ん ご

本語の

基
き そ ご い

礎語彙、および基
き ほ ん て き

本的な文
ぶん

法
ぽう

を身
み

につけ、運
うんようりょく

用力を伸
の

ばすことを目
もくてき

的としています。α（週
しゅう

4

コマ）と、β（週
しゅう

2 コマ）の 2 科
か

目
もく

あり、学
がくせい

生はプレースメントテストの結
け っ か

果にもとづき、決
き

め

られた科
か

目
もく

（α のみ、または α・β 両
りょうほう

方）の授
じゅ

業
ぎょう

を受
う

けます。

③【現
げんだい

代日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙 α/β】（MGV）

プレースメントテストで中
ちゅうきゅう

級レベル（B1）と判
はんてい

定された学
がくせい

生の必
ひっしゅう

修科
か も く

目です。やや高
こ う ど

度な文
ぶん

法
ぽう

・語
ご

彙
い

を身
み

につけ、運
うんようりょく

用力を伸
の

ばすことを目
もくてき

的としています。α（週
しゅう

4 コマ）と、β（週
しゅう

2 コマ）

の 2 科
か

目
もく

あり、学
がくせい

生はプレースメントテストの結
け っ か

果にもとづき、決
き

められた科
か

目
もく

（α のみ、また

は α・β 両
りょうほう

方）の授
じゅ

業
ぎょう

を受
う

けます。
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3. Outline of Subjects

The Maple Program offers the following subjects: Directed Research & Reading (MDR), 
Japanese Language Subjects (L), Pre-Intermediate Japanese α/β: Grammar & Vocabulary 
(MGV), Intermediate Japanese α/β: Grammar & Vocabulary (MGV), Research Subjects in 
Japanese Studies (R), Independent Study (MIS), and Multicultural Community Cohesion 
Subject (MCC).

3-1. Required Subjects
All Maple Program students are required to take “Directed Research & Reading.” Students 

in the Pre- intermediate Course or Intermediate Course are additionally required to take 
“Pre-intermediate Japanese (α/β): Grammar & Vocabulary” or “Intermediate Japanese (α/β): 
Grammar & Vocabulary.”

①【Directed Research & Reading】（MDR）
This seminar stimulates comprehensive understanding of Japanese language and culture. 

By experiencing Japanese culture and society first-hand by going on field trips, and by 
participating in project-based learning guided by teaching assistants (graduate students), you 
will come closer to this seminar’s ultimate goal: a comprehensive understanding of Japanese 
language, culture, and society. To ensure effective and smooth communication, we will focus 
on the development of three key skills: acquiring knowledge, conveying information, and 
discussion.

②【Pre-intermediate Japanese α /β: Grammar & Vocabulary】（MGV）
These courses are for students evaluated to be within the CJLC’s A2 range of Japanese 

language proficiency. The goal of these courses is to improve students’ knowledge of grammar 
and vocabulary as well as increase their range of practical fluency. Based on the results of a 
placement examination, students will be required to take either both Pre-intermediate Japanese 
α (4 units per week) and Pre-intermediate Japanese β (2 units per week), or Pre-intermediate 
Japanese α alone. 

③【Intermediate Japanese α /β: Grammar & Vocabulary】（MGV）
These courses are for students evaluated to be within the CJLC’s B1 range of Japanese 

language proficiency. The goal of these courses is to improve students’ knowledge of grammar 
and vocabulary as well as increase their range of practical fluency. Based on the results of a 
placement examination, students will be required to take either both Intermediate Japanese α 
(4 units per week) and Intermediate Japanese β (2 units per week), or Intermediate Japanese α 
alone. 
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3-2．選
せんたく

択科
か も く

目
選
せんたく

択科
か も く

目には、①【日
に ほ ん ご

本語実
じっしゅうかもく

習科目】、②【研
けんきゅう

究科
か も く

目】、③【自
じ し ゅ

主研
けんきゅう

究科
か も く

目】、④【多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域
共
きょうせい

生科
か も く

目】があります。

開
かいこう

講される授
じゅぎょう

業については、「授
じゅぎょう

業一
いちらん

覧」を見
み

てください。

①【日
に ほ ん ご

本語実
じっしゅうかもく

習科目】
参
さ ん か

加学
がくせい

生の日
に ほ ん ご

本語技
ぎ の う

能の習
しゅううじゅくど

熟度に合
あ

わせて幅
はば

広
ひろ

く選
せんたく

択履
りしゅう

修できるようにデザインされており、

初
しょ

中
ちゅうきゅう

級科
か も く

目、中
ちゅうきゅう

級科
か も く

目、中
ちゅう

上
じょうきゅう

級科
か も く

目、上
じょうきゅう

級科
か も く

目の 4 レベルの科
か も く

目を提
ていきょう

供しています。各
か く じ

自の

技
ぎ の う べ つ

能別能
のうりょく

力に応
おう

じて、読
どっかい

解（RDG）、聴
ちょうかい

解（LIS）、文
ぶんしょう

章表
ひょうげん

現（WRT）、口
こうとう

頭表
ひょうげん

現（SPK）、文
ぶんぽう

法・

語
ご い

彙（GV）、漢
か ん じ

字・語
ご い

彙（KV）の科
か も く

目から自
じ ゆ う

由に選
えら

ぶことができます。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級読
どっかい

解（RDG）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

身
み ぢ か

近な状
じょうきょう

況についての文
ぶんしょう

章・文
も じ

字表
ひょうげん

現、たとえば、パンフレット・予
よていひょう

定表・メニュー・簡
かんたん

単

なメール・手
て が み

紙などから情
じょうほう

報を取
と

り出
だ

すことができる。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級聴
ちょうかい

解（LIS）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

身
み ぢ か

近な状
じょうきょう

況についての話
わ だ い

題・音
おんせい

声表
ひょうげん

現、はっきりした短
みじか

いメッセージ・アナウンスについて、

要
ようてん

点を把
は あ く

握することができる。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶんしょう

章表
ひょうげん

現（WRT）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

身
み ぢ か

近な状
じょうきょう

況についての、短
みじか

いメッセージやメモを作ることができる。ごく短
みじか

い個
こ じ ん て き

人的なメー

ルを書
か

くことができる。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級口
こうとう

頭表
ひょうげん

現（SPK）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

身
み ぢ か

近な状
じょうきょう

況について、簡
かんたん

単な言
こ と ば

葉、一
いちれん

連の語
ご く

句や文
ぶん

で説
せつ

明
めい

できる。短
みじか

い社
しゃ

交
こう

的
てき

なやりとりが

できる。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙（GV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

基
き そ

礎語
ご い

彙の中
なか

でも簡
かん

単
たん

でよく使
つか

われるものを理
り

解
かい

することができる。最
もっと

も基
き

本
ほん

的
てき

な文
ぶん

型
けい

を用
もち

いた表
ひょう

現
げん

を理
り

解
かい

することができる。

日
に ほ ん ご

本語初
しょ

中
ちゅうきゅう

級漢
か ん じ

字・語
ご い

彙（KV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：A2］

日
にち

常
じょう

使
つか

われる漢
かん

字
じ

の中
なか

でも簡
かん

単
たん

でよく使
つか

われるものを読
よ

み書
か

きすることができる。日
にち

常
じょう

使
つか

わ

れる漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

の中
なか

でも簡
かん

単
たん

でよく使
つか

われるものを理
り

解
かい

することができる。
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3-2. Electives
There are three categories of elective class: ①【Japanese Language Subjects】, ②【Research 

Subjects】, ③【Independent Study】, ④【Multicultural Community Cohesion Subject】.
For detailed information on classes available each semester, please refer to List of Classes.

①【Japanese Language Subjects】
Participating students select from a broad range of elective subjects matched to their 

individual proficiency level. These include Reading (RDG), Listening (LIS), Writing (WRT), 
Speaking (SPK), Grammar & Vocabulary (GV), and Kanji & Vocabulary (KV) and are offered 
at the Pre-intermediate, Intermediate, Upper-intermediate and Advanced course levels.

Japanese Pre-intermediate Reading（RDG）
For A2 students who can:

-understand the Japanese alphabet and basic passages about daily-life situations (for 
example: pamphlets, schedules, menus, short e-mails, and private letters).

Japanese Pre-intermediate Listening（LIS）
For A2 students who can:

-comprehend audio in daily situations, such as simple short messages or  announcements.

Japanese Pre-intermediate Writing（WRT）
For A2 students who can:

-write short messages or memos on daily matters;
-write brief private e-mails.

Japanese Pre-intermediate Speaking（SPK）
For A2 students who can:

-explain daily matters using elementary words, phrases and sentences;
-conduct brief social exchanges with others.

Japanese Pre-intermediate Grammar & Vocabulary（GV）
For A2 students who can:

-understand basic, commonly-used words within elementary vocabulary;
-understand expressions written in basic sentence patterns.

Japanese Pre-intermediate Kanji & Vocabulary（KV）
For A2 students who can:

-read and write basic kanji commonly-used in daily life;
-understand basic and commonly-used kanji expressions.
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日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級読
どっかい

解（RDG）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

日
にちじょう

常生
せいかつ

活や自
じ ぶ ん

分の興
きょうみ

味のある分
ぶ ん や

野についての文
ぶんしょう

章、たとえば、簡
かんたん

単な新
しんぶん

聞記
き じ

事・個
こ じ ん て き

人的な

手
て が み

紙やメッセージの大
たい

意
い

を理
り か い

解することができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級聴
ちょうかい

解（LIS）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

日
にちじょう

常生
せいかつ

活や自
じ ぶ ん

分の興
きょうみ

味のある分
ぶ ん や

野についての話
わ だ い

題、天
て ん き

気予
よ ほ う

報や駅
えき

のアナウンスなどについて、

大
た い い

意・重
じゅうよう

要ポイントを把
は あ く

握することができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶんしょう

章表
ひょうげん

現（WRT）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

日
にちじょう

常生
せいかつ

活や自
じ ぶ ん

分の興
きょうみ

味のある分
ぶ ん や

野について、文
ぶんしょう

章で表
ひょうげん

現できる。短
みじか

い手
て が み

紙やメールを書
か

くこ

とができる。基
き ほ ん て き

本的な語
ご く

句や表
ひょうげん

現を用
もち

い、つながりのある文
ぶんしょう

章を書
か

くことができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級口
こうとう

頭表
ひょうげん

現（SPK）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

日
にちじょう

常生
せいかつ

活や自
じ ぶ ん

分の興
きょうみ

味のある分
ぶ ん や

野についての話
わ だ い

題について、時
じ せ い

制を意
い し き

識して話
はな

せる。複
ふくぶん

文を

用
もち

いて表
ひょうげん

現できる。対
た い わ

話では、一
いちたいいち

対一の会
か い わ

話ができる。おおむね誤
ご か い

解のない発
はつおん

音ができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙（GV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

基
き そ

礎語
ご い

彙のだいたいを理
り か い

解することができる。基
き ほ ん て き

本的な文
ぶんけい

型を用
もち

いた表
ひょうげん

現を理
り か い

解することが

できる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級漢
か ん じ

字・語
ご い

彙（KV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B1］

基
き ほ ん て き

本的な漢
か ん じ

字を読
よ

み書
か

きすることができる。基
き ほ ん て き

本的な漢
か ん じ

字語
ご い

彙を理
り か い

解することができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級読
どっかい

解（RDG）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野のやや専
せんもんてき

門的な内
ないよう

容、入
にゅうもんてき

門的・概
がいせつてき

説的な教
きょう

科
か

書
しょ

や講
こう

義
ぎ

資
し

料
りょう

を理
り か い

解できる。

現
げんだい

代文
ぶんがく

学の小
しょうせつ

説などを読
よ

むことができる。未
み ち

知の単
た ん ご

語でも、意
い み

味を推
すいそく

測して理
り か い

解できる。筆
ひっしゃ

者

の姿
し せ い

勢や意
い け ん

見を読
よ

み取
と

ることができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級聴
ちょうかい

解（LIS）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野のやや専
せんもんてき

門的な内
ないよう

容、たとえば、長
なが

い会
か い わ

話や基
き そ て き

礎的な講
こう

義
ぎ

を理
り か い

解できる。テ

レビのニュースや時
じ じ も ん だ い

事問題の番
ばんぐみ

組、映
え い が

画を理
り か い

解できる。未
み ち

知の単
た ん ご

語でも、意
い み

味を推
すいそく

測して理
り か い

解

できる。
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Japanese Intermediate Reading（RDG）
For B1 students who can:

-comprehend passages written about daily matters or a topic of their interest, for example, 
newspaper articles or private letter exchanges.

Japanese Intermediate Listening（LIS）
For B1 students who can:

-comprehend audio about daily matters or a topic of their interest, such as weather 
forecasts or train station announcements.

Japanese Intermediate Writing（WRT）
For B1 students who can:

-write a short essay about their daily life or a topic of their interest;
-write a short letter or e-mail;
-write a cohesive text using basic words and expressions.

Japanese Intermediate Speaking（SPK）
For B1 students who can:

-make a speech about their daily life or a topic of their interest while using tense 
correctly;
-express their views using subordinate sentences;
-participate in one-to-one conversation;
-pronounce words without causing misunderstandings.

Japanese Intermediate Grammar & Vocabulary（GV）
For B1 students who can:

-understand most elementary vocabulary;
-understand expressions using basic sentence patterns.

Japanese Intermediate Kanji & Vocabulary（KV）
For B1 students who can:

-read and write basic kanji;
-understand basic kanji expressions.

Japanese Upper-intermediate Reading （RDG）
For B2 students who can:

-understand somewhat technical contents within their field of specialty, including 
introductory textbooks or lecture materials;
-read modern novels;
-infer the meaning of an unfamiliar word;
-read and understand the stance and opinion of the author.

Japanese Upper-intermediate Listening（LIS）
For B2 students who can:

-understand somewhat technical contents in a long conversation or a lecture within their 
field of specialty;
-understand news, broadcasts, current events or movies;
-infer the meaning of an unfamiliar word.
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日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級文
ぶんしょう

章表
ひょうげん

現（WRT）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野のやや専
せんもんてき

門的な内
ないよう

容について、説
せつめい

明や報
ほうこく

告が書
か

ける。十
じゅうぶん

分な時
じ か ん

間があれば、

論
ろんぶん

文・レポートのスタイルでも文
ぶんしょう

章にできる。事
じ じ つ

実の報
ほうこく

告と自
じ ぶ ん

分の意
い け ん

見の表
ひょうめい

明を区
く べ つ

別して表
ひょうげん

現

できる。構
こうせい

成を意
い し き

識して段
だんらく

落を分
わ

けることができる。結
けっそく

束性
せい

のある文
ぶんしょう

章を書
か

くことができる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級口
こうとう

頭表
ひょうげん

現（SPK）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野のやや専
せんもんてき

門的な内
ないよう

容について、明
めいかく

確に詳
くわ

しく話
はな

せる。十
じゅうぶん

分な準
じゅんび

備をすれば、

研
けんきゅうはっぴょう

究発表のスタイルで表
ひょうげん

現することもできる。事
じ じ つ

実の報
ほうこく

告と自
じ ぶ ん

分の意
い け ん

見の表
ひょうめい

明を区
く べ つ

別して表
ひょうげん

現

できる。対
た い わ

話では、積
せっきょくてき

極的に会
か い わ

話に参
さ ん か

加できる。ある程
て い ど

度流
りゅうちょう

暢に発
は つ わ

話できる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙（GV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野の基
き ほ ん ご い

本語彙を理
り か い

解することができる。基
き ほ ん て き

本的な文
ぶんけい

型よりもやや高
こ う ど

度な文
ぶんけい

型を

使
し よ う

用した表
ひょうげん

現でも理
り か い

解できる。

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級漢
か ん じ

字・語
ご い

彙（KV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：B2］

一
いっぱんてき

般的な漢
かん

字
じ

のうち、やや高
こ う ど

度なものも読
よ

み書
か

きすることができる。一
いっぱんてき

般的に使
し よ う

用されてい

る漢
かん

字
じ

語
ご い

彙を理
り か い

解でき、自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野であればそれよりもやや高
こ う ど

度なものも理
り か い

解することが

できる。

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級読
どっかい

解（RDG）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：C1］

多
た さ い

彩な分
ぶ ん や

野の、標
ひょうじゅんてき

準的な文
ぶんたい

体の文
ぶんしょう

章が理
り か い

解できる。得
と く い ぶ ん や

意分野でないものでも入
にゅうもんしょ

門書や概
がいせつしょ

説書

であれば理
り か い

解でき、得
と く い ぶ ん や

意分野であればさらに専
せんもんせい

門性の高
たか

い学
がくじゅつしょ

術書や論
ろんぶん

文、講
こうぎしりょう

義資料を理
り か い

解でき

る。文
ぶんしょう

章の中
なか

で強
きょうちょう

調されている部
ぶ ぶ ん

分を見
み

つけることができる。

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級聴
ちょうかい

解（LIS）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：C1］

多
た さ い

彩な分
ぶ ん や

野の、標
ひょうじゅんてき

準的な文
ぶんたい

体の話
わ だ い

題が理
り か い

解できる。得
と く い ぶ ん や

意分野でないものでも基
き そ て き

礎的な講
こ う ぎ

義で

あれば理
り か い

解でき、得
と く い ぶ ん や

意分野であればさらに高
こ う ど

度な内
ないよう

容であっても理
り か い

解できる。ほとんどのテレ

ビ・映
え い が

画を努
どりょく

力なしで鑑
かんしょう

賞できる。3 名
めい

以
いじょう

上の会
か い わ

話でも、その流
なが

れを把
は あ く

握できる。

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級文
ぶんしょう

章表
ひょうげん

現（WRT）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：C1］

多
た さ い

彩な分
ぶ ん や

野のやや専
せん

門
もん

的
てき

な内
ないよう

容を、論
ろんぶん

文・レポートのスタイルで文
ぶんしょう

章に書
か

くことができる。

一
いっ

貫
かん

性
せい

のある文
ぶん

章
しょう

をまとめることができる。文
ぶん

章
しょう

の中
なか

で自
みずか

らの主
しゅちょう

張を強
きょうちょう

調して表
ひょう

現
げん

することが

できる。
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Japanese Upper-intermediate Writing（WRT）
For B2 students who can:

-write a report relating to their field of specialty;
-write an article or a report given enough time;
-distinguish fact from their own opinion;
-create paragraphs while considering essay structure;
-write a cohesive text.

Japanese Upper-intermediate Speaking（SPK）
For B2 students who can:

-present a speech about their field of specialty clearly and in detail;
-present their research findings with enough preparation;
-distinguish fact from their own opinion;
-actively engage in a conversation;
-speak fluently to a certain extent.

Japanese Upper-intermediate Grammar & Vocabulary（GV）
For B2 students who can:

-understand fundamental vocabulary relating to their field of specialty;
-understand expressions using somewhat high-level sentence patterns.

Japanese Upper-intermediate  Kanji & Vocabulary（KV）
For B2 students who can:

-read and write somewhat high-level commonly-used kanji;
-understand commonly-used kanji expressions in addition to somewhat high-level kanji 
expressions within their field of specialty.

Japanese Advanced Reading（RDG）
For C1 students who can:

-understand texts from various fields written in standard Japanese;
-understand an introductory book even if it is not of their field of specialty;
-understand a technical book, an article or lecture material of a high level if it is of their 
field of specialty;
-understand the part of a text emphasized by the author.

Japanese Advanced Listening（LIS）
For C1 students who can:

-understand topics from various fields spoken in standard Japanese;
-understand a basic-level lecture even if it is not of their field of specialty; 
-understand a higher-level lecture of their field of specialty;
-enjoy most TV programs or movies without any special effort;
-grasp the flow of a conversation with more than three participants.

Japanese Advanced Writing（WRT）
For C1 students who can:

-write a somewhat technical article or report about subjects from various fields;
-write a cohesive text;
-put an emphasis on their opinion in the text.
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日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級口
こうとう

頭表
ひょうげん

現（SPK）
［受講生のレベル：C1］

多
た さ い

彩な分
ぶ ん や

野のやや専
せん

門
もん

的
てき

な内
ないよう

容を、研
けんきゅうはっぴょう

究発表のスタイルで表
ひょうげん

現することができる。独
どく

話
わ

では、

一
ひと

つの観
かんてん

点からまとめまで完
かんけつ

結できる。対
た い わ

話では、他
ほか

の参
さん

加
か

者
しゃ

を意
い

識
しき

して会
かい

話
わ

できる。ほとん

ど言
こ と ば

葉に迷
まよ

わない。

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級文
ぶんぽう

法・語
ご い

彙（GV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：C1］

多
た さ い

彩な分
ぶ ん や

野の基
き ほ ん

本語
ご

彙
い

を理
り

解
かい

することができる。高
こ う ど

度な文
ぶん

型
けい

を含
ふく

め、社
しゃかいせいかつ

会生活をする上
うえ

で

必
ひつよう

要な一
ひととお

通りの文
ぶん

型
けい

を理
り

解
かい

できる。

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級漢
か ん じ

字・語
ご い

彙（KV）
［受

じゅこうせい

講生のレベル：C1］

日
にち

常
じょう

使
つか

われる一
いっ

般
ぱん

的
てき

な漢
かん

字
じ

のだいたいを読
よ

み書
か

きすることができる。社
しゃかいせいかつ

会生活をする上
うえ

で

必
ひつよう

要な一
ひととお

通りの漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

を理
り

解
かい

でき、自
じ ぶ ん

分の得
と く い ぶ ん や

意分野であれば相
そうとう

当高
こ う ど

度なものも理
り

解
かい

すること

ができる。



― 66 ―

Japanese Advanced Speaking（SPK）
For C1 students who can:

-present a speech containing somewhat technical content about subjects from various 
fields;
-coherently present an argument from a single perspective;
-participate in conversations while cooperating with other participants;
-express themselves fluently.

Japanese Advanced Grammar & Vocabulary（GV）
For C1 students who:

-understand fundamental vocabulary within a variety of fields;
-understand the highest level sentence patterns necessary for any social situation.

Japanese Advanced Kanij & Vocabulary（KV）
For C1 students who:

-read and write almost all kanji used in daily life;
-understand almost all kanji expressions necessary for conducting any social situation;
-understand higher-level kanji expressions if it is of their field of specialty.
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②【研
けんきゅう

究科
か も く

目】

日
に ほ ん

本を対
たいしょう

象とする各
かく

分
ぶ ん や

野について専
せんもんてき

門的に学
まな

ぶための科
か も く

目です。言
げ ん ご

語、言
げ ん ご

語教
きょういく

育をはじめ、

思
し そ う

想、歴
れ き し

史、文
ぶんがく

学、社
しゃかい

会などのさまざまな文
ぶ ん か

化を比
ひ か く

較対
たいしょうてき

照的な視
し ざ

座から分
ぶんせき

析することで、知
ち し き

識や

理
り ろ ん

論を学
まな

びます。より理
り か い

解を深
ふか

めるために、授
じゅぎょう

業で得
え

られた知
ち け ん

見について討
とうろん

論を行
おこな

うこともあり

ます。日
に ほ ん ご

本語で教
きょうじゅ

授される授
じゅぎょう

業の他
ほか

に英
え い ご

語で教
きょうじゅ

授される授
じゅぎょう

業も開
かいこう

講されています。

研
けんきゅう

究科
か も く

目には、「日
に ほ ん ご

本語学
がく

研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん ご

本語教
きょういくがく

育学研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん

本思
し そ う

想文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん

本歴
れ き し

史文
ぶ ん か が く

化学

研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん

本文
ぶんけん

献文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん

本近
きんげんだい

現代文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究」「日
に ほ ん

本社
しゃかい

会文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究」があります。

また、それぞれの研
けんきゅう

究科
か も く

目には、研
けんきゅう

究領
りょういき

域における基
き そ

礎知
ち し き

識の導
どうにゅう

入を日
に ほ ん ご

本語運
うんよう

用能
のうりょく

力に配
はいりょ

慮し

ながら行
おこな

う「〇〇研
けんきゅう

究基
き そ

礎」という研
けんきゅう

究科
か も く

目もあります。

日
に ほ ん ご

本語学
がく

研
けんきゅう

究（LIN）

言
げ ん ご が く

語学的
てき

観
かんてん

点から日
に ほ ん ご

本語のさまざまな特
とくちょう

徴について考
かんが

え、理
り か い

解を深
ふか

める領
りょういき

域です。主
おも

に現
げんだい

代

の日
に ほ ん ご

本語を対
たいしょう

象とする音
おんせいがく

声学・音
おんいんろん

韻論、形
けいたいろん

態論・統
と う ご ろ ん

語論、語
ご よ う ろ ん

用論・意
い み

味論
ろん

のほか、類
るいけいろん

型論、

対
たいしょう

照言
げ ん ご が く

語学、社
しゃかい

会言
げ ん ご が く

語学、日
に ほ ん ご

本語史
し

なども扱
あつか

います。

日
に ほ ん ご

本語教
きょういくがく

育学研
けんきゅう

究（EDU）

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育に必
ひつよう

要な知
ち し き

識や観
かんてん

点を学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育についての基
き ほ ん て き

本的な知
ち し き

識や、

第
だ い に

二言
げ ん ご

語習
しゅうとく

得、教
きょうじゅほう

授法などを扱
あつか

います。この分
ぶ ん や

野では、教
きょういく

育方
ほうほう

法に対
たい

する理
り か い

解を深
ふか

めるため、

日
に ほ ん ご

本語学
がく

・言
げ ん ご が く

語学など、関
かんれん

連する分
ぶ ん や

野の日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育への応
おうよう

用も学
まな

びます。

日
に ほ ん

本思
し そ う

想文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究（THO）

宗
しゅうきょうがく

教学、民
みんぞくがく

俗学、文
ぶ ん か

化人
じんるいがく

類学などの観
かんてん

点から、日
に ほ ん じ ん

本人の考
かんが

え方
かた

について学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。歴
れ き し

史

的
てき

な観
かんてん

点から日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化や社
しゃかい

会に関
かん

する考
こうさつ

察も行
おこな

います。この分
ぶ ん や

野は年
ねんじゅう

中行
ぎょうじ

事など日
に ほ ん

本の伝
でんとう

統

文
ぶ ん か

化も対
たいしょう

象としています。

日
に ほ ん

本歴
れ き し

史文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究（HIS）

古
こ だ い

代から現
げんだい

代に至
いた

るまでの日
に ほ ん

本の歴
れ き し

史を学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。歴
れ き し

史を学
まな

ぶことを通
とお

して、日
に ほ ん

本社
しゃかい

会

や日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化に関
かん

する考
こうさつ

察も行
おこな

います。この分
ぶ ん や

野では文
ぶ ん か し

化史も扱
あつか

います。そのほか、書
しょどう

道・茶
さ ど う

道

も対
たいしょう

象としています。

日
に ほ ん

本文
ぶんけん

献文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究（LIT）

奈
な ら

良時
じ だ い

代から江
え ど

戸時
じ だ い

代の間
あいだ

に書
か

かれた日
に ほ ん

本の古
こ て ん

典文
ぶんがく

学、明
め い じ

治時
じ だ い

代から現
げんだい

代までに書
か

かれた

日
に ほ ん

本の近
きんげんだい

現代文
ぶんがく

学を学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。この分
ぶ ん や

野では文
ぶんがく

学史
し

や批
ひひょう

評理
り ろ ん

論なども扱
あつか

います。日
に ほ ん

本の

伝
でんとう

統芸
げいのう

能も対
たいしょう

象としています。
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②【Research Subjects】
These subjects offer students the opportunity to pursue academic knowledge in their 

field. Through language and language education, as well as the study of literature, history, 
sociology and Japanese thought, students acquire a contrastive perspective of Japanese culture 
and discuss content learned in class. Classes are conducted in Japanese, with some classes 
conducted in English. 

The following classes are offered: Japanese Linguistics, Japanese Language Education, 
Japanese Thought, Japanese History, Japanese Literature, Japanese Contemporary Culture, 
and Japanese Social Sciences. 

For each Research Subject, there is an introductory course (“Introduction to XX”) that 
provides foundational knowledge in the subject concerned while taking into consideration 
students’ practical ability.

Japanese Linguistics（LIN）
Students analyze various characteristics of the Japanese language from a linguistic 

perspective. This involves the subfields of phonetics and phonology, morphology and 
syntax, pragmatics and semantics, typology, contrastive linguistics, social linguistics, and 
the history of Japanese.

Japanese Language Education（EDU）
This subject provides students with the requisite knowledge and perspective used in 

examining various aspects of Japanese language education. This includes basic knowledge 
of Japanese language education, second language acquisition and language pedagogy. 
Students learn to apply knowledge from related fields such as linguistics and Japanese 
linguistics in order to deepen their understanding of language education.

Japanese Thought（THO）
This subject examines Japanese thought through disciplines such as religious studies, 

folkloristics, and cultural anthropology. Students investigate Japanese culture and society 
from a historical perspective, looking closely at aspects of traditional Japanese culture such 
as annual festivals and functions. 

Japanese History（HIS）
This subject teaches Japanese history spanning from ancient to modern times. Students 

explore topics in Japanese society and Japanese culture through the lens of Japanese 
history. This includes cultural history, as well as practices like Japanese calligraphy and tea 
ceremony.  

Japanese Literature（LIT）
This subject teaches Japanese classical literature, dating from the Nara period to the 

Edo period, as well as modern and contemporary literature, written from the Meiji period 
onward. This subject deals also with literary history and criticism, as well as traditional 
Japanese performing arts.
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日
に ほ ん

本近
きんげんだい

現代文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究（CON）

近
きんげんだい

現代の日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化とその研
けんきゅう

究方
ほうほう

法を学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化の特
とくちょう

徴やその歴
れ き し

史的
てき

変
へんせん

遷、現
げんだい

代

の日
に ほ ん

本社
しゃかい

会が抱
かか

える問
もんだい

題について学
まな

びます。また、社
しゃかい

会学
がく

や比
ひ か く

較文
ぶ ん か

化などの研
けんきゅう

究方
ほうほう

法を習
しゅうとく

得す

ることで、文
ぶ ん か

化研
けんきゅう

究について理
り か い

解を深
ふか

めます。

日
に ほ ん

本社
しゃかい

会文
ぶ ん か が く

化学研
けんきゅう

究（SOC）

政
せ い じ

治、経
けいざい

済、経
けいえい

営などの観
かんてん

点から、日
に ほ ん

本の社
しゃかいてき

会的側
そくめん

面を学
まな

ぶ分
ぶ ん や

野です。この分
ぶ ん や

野は国
こくさい

際関
かんけい

係

なども対
たいしょう

象としています。歴
れ き し て き

史的観
かんてん

点からの分
ぶんせき

析、時
じ じ

事的
てき

な問
もんだい

題の考
こうさつ

察を通
とお

して、日
に ほ ん

本社
しゃかい

会へ

の理
り か い

解を深
ふか

めます。

③【自
じ し ゅ

主研
けんきゅう

究科
か も く

目】（MIS）

自
じ し ゅ

主研
けんきゅう

究科
か も く

目（MIS）は、日
に

本
ほん

で一
いち

次
じ

資
し

料
りょう

を蒐
しゅう

集
しゅう

したり、それを講
こう

読
どく

したりして、調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

を

行
おこな

うための科
か も く

目です。自
じ

律
りつ

的
てき

に情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

や分
ぶん

析
せき

を行
おこな

うことによって、日
に

本
ほん

語
ご

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

に関
かん

して

より深
ふか

い知
ち

識
しき

の習
しゅう

得
とく

を目
め

指
ざ

します。受
じゅこうせい

講生は、担
たんとう

当教
きょうかん

員（スーパーバイザー）から 1 対
たい

1 で指
し ど う

導

を受
う

けることができます。この科
か も く

目を履
り

修
しゅう

するためには、書
しょるい

類選
せんこう

考と面
めんせつ

接による審
し ん さ

査があります。

④【多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域共
きょうせい

生科
か も く

目】（MCC）

地
ちいきしゃかい

域社会と連
れんけい

携し、まちづくり活
かつどう

動の一
いったん

端を担
にな

うことで、地
ち い き

域住
じゅうみん

民との交
こうりゅう

流を深
ふか

め、多
た ぶ ん か

文化・

地
ち い き

域共
きょうせい

生社
しゃかい

会の実
じ つ げ ん か

現化を目
め ざ

指す科
か も く

目です。地
ち い き

域に住
す

む多
た よ う

様な人
ひとびと

々を理
り か い

解し、受
う

け入
い

れ、ともに

地
ち い き

域をつくっていくための交
こうりゅう

流活
かつどう

動を企
き か く

画・運
うんえい

営します。

なお、この科
か も く

目はターム科
か も く

目で、冬
ふ ゆ が っ き

学期（集
しゅうちゅう

中講
こ う ぎ

義）の「多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域共
きょうせい

生（冬
ふゆ

）」と春
は る が っ き

学期

の「多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域共
きょうせい

生（春
はる

）」の両
りょうほう

方を履
りしゅう

修することによって一
いちれん

連の学
がくしゅう

修が完
かんりょう

了するようデザイ

ンされています。
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Japanese Contemporary Culture（CON）
This subject teaches contemporary and modern Japanese culture as well as research 

methodology. Students familiarize themselves with cultural characteristics, historical trends 
and current problems facing Japanese society. Knowledge of research methods used in 
sociology and comparative culture deepens students’ understanding of cultural research.

Japanese Social Sciences（SOC）
This subject examines Japanese society from a sociological perspective, considering 

politics, economics and management, including discussion of international relations. 
Students deepen their understanding of Japanese society through investigations of current 
affairs and historical analyses.

③【Independent Study】（MIS）
In Independent Study, students read and interpret primary sources they have gathered in 

Japan and conduct investigative research. Students acquire deeper knowledge of Japanese 
language and culture through self-directed data collection and analysis, under the guidance 
and instruction of a supervisor. In order to enroll in the course, students must pass a review 
based on document submission and an interview exam.

④【Multicultural Community Cohesion Subject】（MCC）
This subject seeks to strengthen exchanges between students and local residents through 

participation in community development initiatives（まちづくり）alongside local partners, 
with the objective of realizing a multicultural and cohesive society. The students will plan and 
manage exchange activities aimed at understanding and accepting the diverse people living in 
the area, while also building the community together. 

This is a term subject designed so that the learning process is completed by enrolling in 
both the “Multicultural Community Cohesion (Winter)” intensive course in the winter term 
and the “Multicultural Community Cohesion (Spring)” course in the spring term. 



― 71 ―
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のさまざま

な活
かつどう

動を計
けいかく
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(4)	 地
ち い き

域の住
じゅうみん

民との交
こうりゅう

流を深
ふか

めることを目
もくてき

的として、「多
た ぶ ん か

文化・地
ち い き

域共
きょうせい

生」科
か も く

目の履
りしゅうしゃ

修者は、地
ち い き

域

との共
きょうどう

同開
かいさい
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に掲
け い じ

示しますので、よく見
み

るようにしてください。
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4. Extracurricular Activities

To improve students’ Japanese language skills and to deepen their understanding of 
Japanese language, culture and society, the CJLC plans various activities on and off campus.

(1) As part of Directed Research and Reading, educational field trips are scheduled for 
locations in the vicinity. These trips are intended to provide students with an immersive 
experience of Japanese society and culture.

(2) The CJLC plans tours of places of interest for students to help them better understand 
Japanese history, folklore, economy and business management.

(3) The CJLC also offers opportunities to view Japanese traditional performing arts, such as 
kabuki and bunraku, in order to help students deepen their understanding of Japanese art 
and culture.

(4) Students enrolled in the “Multicultural Community Cohesion” Subject can participate in 
planning and managing “No Border Fest in Minoh”, an event organized in collaboration 
with the community with the objective of strengthening exchanges with local residents.

(5) To experience the culture of Japanese daily life, students may participate in the host family 
program and other events organized or introduced by The University of Osaka Center for 
International Education and Exchange (5th floor, Minoh Campus).

※ Various activities are organized in addition to those listed above. Detailed information will 
be posted on the bulletin board near the CJLC Office or CJLC Library Room.
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　覧
らん

List of Classes

※授
じゅぎょう

業の詳
くわ

しい内
ないよう

容は KOAN を見
み

てください。
See KOAN for details of each subject.
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L
IS

T
h
u
.

5
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

聴
解

（
秋

冬
）

A
T
S
U

T
A

熱
田

万
美

時
事

的
な

話
題

の
独

話
・
対

話
の

聴
解

3
2

3
9
5
0
7
5

3
9
J
2
3
0

L
IS

F
ri
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

聴
解

（
秋

冬
）

S
H

IN
J
O

新
庄

あ
い

み
様

々
な

タ
イ

プ
の

話
者

に
よ

る
独

話
・
対

話
の

聴
解

3
3

3
9
5
0
7
6

3
9
J
2
3
2

L
IS

F
ri
.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

聴
解

（
秋

冬
）

M
O

R
IM

O
T
O

森
本

由
佳

子
日

本
社

会
を

題
材

と
し

た
独

話
・
対

話
の

聴
解

3
4

3
9
5
3
7
5

3
9
J
3
2
2

W
R

T
M

o
n
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

K
U

R
O

D
A

黒
田

真
代

自
然

な
日

本
語

を
書

く
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

3
5

3
9
5
3
7
6

3
9
J
3
2
4

W
R

T
T
u
e
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

O
K
E
G

A
W

A
桶

河
優

子
身

近
な

こ
と

を
題

材
に

し
た

表
現

3
6

3
9
5
3
7
7

3
9
J
3
2
6

W
R

T
W

e
d.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

K
IT

A
G

A
W

A
北

川
美

香
自

然
な

日
本

語
を

書
く
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

3
7

3
9
5
3
7
8

3
9
J
3
2
8

W
R

T
W

e
d.

5
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

H
IR

O
K
A

W
A

廣
川

直
幸

様
々

な
文

書
作

成
の

基
本

3
8

3
9
5
3
7
9

3
9
J
3
3
0

W
R

T
T
h
u
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

W
A

T
A

N
A

B
E
,A

.
渡

邉
あ

や
め

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
の

基
礎

3
9

3
9
5
3
8
0

3
9
J
3
3
2

W
R

T
T
h
u
.

5
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
章

表
現

（
秋

冬
）

O
K
U

N
O

奥
野

紗
衣

レ
ポ

ー
ト

・
小

論
文

の
日

本
語

4
0

3
9
5
0
8
0

3
9
J
4
2
2

S
P
K

M
o
n
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

M
A

T
S
U

S
H

IM
A

松
島

弘
枝

交
渉

会
話

4
1

3
9
5
0
8
1

3
9
J
4
2
4

S
P
K

T
u
e
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

M
IY

A
Z
A

K
I, 

R
.

宮
﨑

玲
子

ス
ピ

ー
チ

／
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

4
2

3
9
5
0
8
2

3
9
J
4
2
6

S
P
K

W
e
d.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

, 
M

.
田

中
舞

描
写

・
説

明

4
3

3
9
5
0
8
3

3
9
J
4
2
8

S
P
K

T
h
u
.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

, 
M

A
.

田
中

真
衣

関
係

構
築

の
た

め
の

日
本

語
会

話

4
4

3
9
5
0
8
4

3
9
J
4
3
0

S
P
K

F
ri
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

M
O

R
IM

O
T
O

森
本

由
佳

子
描

写
・
説

明

4
5

3
9
5
0
8
5

3
9
J
4
3
2

S
P
K

F
ri
.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

口
頭

表
現

（
秋

冬
）

A
T
A

R
A

S
H

I
新

聖
子

交
流

会
話

4
6

3
9
5
3
8
5

3
9
J
5
2
2

G
V

M
o
n
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

O
G

U
R

I
小

栗
涼

太
接

続
表

現
・
副

詞
句

4
7

3
9
5
3
8
6

3
9
J
5
2
4

G
V

M
o
n
.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

K
O

Z
A

K
U

R
A

小
桜

真
未

学
術

的
な

場
面

に
見

え
る

表
現

形
式

4
8

3
9
5
3
8
7

3
9
J
5
2
6

G
V

T
u
e
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

S
U

M
ID

E
角

出
凱

紀
文

章
を

通
し

て
学

ぶ
表

現
・
語

彙

4
9

3
9
5
3
8
8

3
9
J
5
2
8

G
V

W
e
d.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

H
A

T
A

N
O

波
多

野
吉

徳
類

義
表

現
と

言
い

換
え

5
0

3
9
5
3
8
9

3
9
J
5
3
0

G
V

T
h
u
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

F
U

J
II,

 C
.

藤
井

千
枝

文
章

を
通

し
て

学
ぶ

表
現

・
語

彙

5
1

3
9
5
3
9
0

3
9
J
5
3
2

G
V

T
h
u
.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

U
E
D

A
, 
M

.
植

田
み

の
り

文
体

に
よ

っ
て

異
な

る
表

現
形

式

5
2

3
9
5
3
9
1

3
9
J
5
3
4

G
V

F
ri
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

文
法

・
語

彙
（
秋

冬
）

M
U

R
A

T
A

, 
K
.

村
田

幸
一

日
本

事
情

か
ら

見
え

る
言

葉

5
3

3
9
5
0
9
2

3
9
J
6
2
2

K
V

M
o
n
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

F
U

K
U

D
A

福
田

章
人

理
解

語
彙

を
増

や
す

た
め

の
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー

5
4

3
9
5
0
9
3

3
9
J
6
2
4

K
V

W
e
d.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

U
E
D

A
, 
M

.
植

田
み

の
り

関
連

語
を

通
し

て
学

ぶ
漢

字
語

彙

5
5

3
9
5
0
9
4

3
9
J
6
2
6

K
V

W
e
d.

3
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

A
K
IY

A
M

A
秋

山
麻

衣
耶

理
解

語
彙

を
増

や
す

た
め

の
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー

5
6

3
9
5
0
9
5

3
9
J
6
2
8

K
V

T
h
u
.

2
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

N
O

N
A

K
A

野
中

篤
同

音
異

字
語

5
7

3
9
5
0
9
6

3
9
J
6
3
0

K
V

T
h
u
.

4
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

U
E
D

A
, 
A

.
上

田
安

希
子

論
文

や
レ

ポ
ー

ト
の

漢
字

語
彙

5
8

3
9
5
0
9
7

3
9
J
6
3
2

K
V

F
ri
.

1
J
/
M

/
F

B
2

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

上
級

漢
字

・
語

彙
（
秋

冬
）

S
A

IT
O

齋
藤

佳
奈

漢
語

と
和

語
で

の
類

義
表

現

J
/
M

/
F
 (

 B
2
 )

 J
ap

an
e
se

 L
an

gu
ag

e
 S

u
bj

e
c
ts

  
日

本
語

実
習

科
目
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M
　

C
o
de

J
　

C
o
de

C
at

e
go

ry
P
ro

gr
am

L
e
ve

l
T
yp

e
種

別
授

業
科

目
名

In
st

ru
c
to

r(
s)

教
員

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

／
授

業
テ

ー
マ

D
ay

・
P

e
ri
o
d

5
9

3
9
5
0
9
9

3
9
J
1
4
2

R
D

G
M

o
n
.

5
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

M
IZ

U
N

O
水

野
亜

紀
子

文
学

作
品

の
読

解

6
0

3
9
5
1
0
0

3
9
J
1
4
4

R
D

G
W

e
d.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

K
A

N
菅

摂
子

現
代

社
会

に
関

連
し

た
文

章
の

読
解

6
1

3
9
5
1
0
1

3
9
J
1
4
6

R
D

G
W

e
d.

4
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

N
A

K
A

T
A

中
田

一
志

日
本

語
学

の
文

章
の

読
解

6
2

3
9
5
1
0
2

3
9
J
1
4
8

R
D

G
T
h
u
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

N
O

N
A

K
A

野
中

篤
異

文
化

比
較

・
異

言
語

比
較

に
関

す
る

読
解

6
3

3
9
5
1
0
3

3
9
J
1
5
0

R
D

G
T
h
u
.

4
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

O
K
U

N
O

奥
野

紗
衣

現
代

社
会

に
関

連
し

た
文

章
の

読
解

6
4

3
9
5
1
0
4

3
9
J
1
5
2

R
D

G
F
ri
.

4
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
読

解
（
秋

冬
）

A
T
A

R
A

S
H

I
新

聖
子

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

6
5

3
9
5
1
0
5

3
9
J
2
4
2

L
IS

M
o
n
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
聴

解
（
秋

冬
）

C
H

ID
A

千
田

愛
日

本
語

･日
本

文
化

を
題

材
と

し
た

対
話

や
独

話
の

聴
解

6
6

3
9
5
1
0
6

3
9
J
2
4
4

L
IS

T
u
e
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
聴

解
（
秋

冬
）

IS
E
K
I

井
関

和
恵

日
本

社
会

に
お

け
る

注
目

の
話

題
を

聞
く
技

術

6
7

3
9
5
1
0
7

3
9
J
2
4
6

L
IS

W
e
d.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
聴

解
（
秋

冬
）

IW
A

I, 
Y
.

岩
井

康
雄

複
数

人
の

会
話

を
聞

く
技

術

6
8

3
9
5
1
0
8

3
9
J
2
4
8

L
IS

T
h
u
.

5
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
聴

解
（
秋

冬
）

K
A

N
A

I
金

居
明

生
や

や
専

門
的

な
学

術
分

野
の

独
話

・
対

話
の

聴
解

6
9

3
9
5
1
0
9

3
9
J
2
5
0

L
IS

F
ri
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
聴

解
（
秋

冬
）

M
U

R
A

T
A

, 
K
.

村
田

幸
一

時
事

的
な

話
題

の
独

話
・
対

話
の

詳
細

な
聴

解

7
0

3
9
5
3
1
0

3
9
J
3
4
2

W
R

T
M

o
n
.

3
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

C
H

ID
A

千
田

愛
書

く
た

め
に

必
要

な
こ

と

7
1

3
9
5
3
1
1

3
9
J
3
4
4

W
R

T
T
u
e
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

IS
E
K
I

井
関

和
恵

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
の

応
用

7
2

3
9
5
3
1
2

3
9
J
3
4
6

W
R

T
T
h
u
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

,S
.

田
中

里
美

小
論

文
・
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

技
法

7
3

3
9
5
3
1
3

3
9
J
3
4
8

W
R

T
T
h
u
.

3
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

Y
A

M
A

M
O

T
O

, 
K
.

山
本

一
也

映
像

を
見

て
、

文
章

を
書

く

7
4

3
9
5
3
1
4

3
9
J
3
5
0

W
R

T
F
ri
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

S
A

IT
O

齋
藤

佳
奈

学
術

的
な

文
章

を
書

く
た

め
に

必
要

な
こ

と

7
5

3
9
5
3
1
5

3
9
J
3
5
2

W
R

T
F
ri
.

3
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

章
表

現
（
秋

冬
）

S
U

Z
U

K
I, 

M
.

鈴
木

真
理

子
論

文
を

書
く
た

め
の

実
践

コ
ー

ス

7
6

3
9
5
1
1
6

3
9
J
4
4
2

S
P
K

M
o
n
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
口

頭
表

現
（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

, 
Y
.

田
中

泰
子

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

7
7

3
9
5
1
1
7

3
9
J
4
4
4

S
P
K

T
u
e
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
口

頭
表

現
（
秋

冬
）

K
O

T
O

B
U

K
I

寿
マ

リ
コ

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

7
8

3
9
5
1
1
8

3
9
J
4
4
6

S
P
K

W
e
d.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
口

頭
表

現
（
秋

冬
）

T
A

K
A

I
髙

井
美

穂
関

係
構

築
の

た
め

の
日

本
語

会
話

7
9

3
9
5
1
1
9

3
9
J
4
4
8

S
P
K

T
h
u
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
口

頭
表

現
（
秋

冬
）

H
A

T
A

N
O

波
多

野
吉

徳
議

論

8
0

3
9
5
1
2
0

3
9
J
4
5
0

S
P
K

F
ri
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
口

頭
表

現
（
秋

冬
）

S
U

Z
U

K
I, 

M
O

.
鈴

木
基

伸
交

渉
会

話

8
1

3
9
5
1
2
4

3
9
J
5
4
2

G
V

M
o
n
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

F
U

K
U

D
A

福
田

章
人

高
度

な
理

解
力

を
養

う
た

め
の

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

8
2

3
9
5
1
2
5

3
9
J
5
4
4

G
V

M
o
n
.

3
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

K
IS

H
ID

A
岸

田
泰

浩
関

西
弁

の
文

法

8
3

3
9
5
1
2
6

3
9
J
5
4
6

G
V

T
u
e
.

2
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

N
A

K
A

T
A

中
田

一
志

日
本

事
情

か
ら

見
え

る
言

葉

8
4

3
9
5
1
2
7

3
9
J
5
4
8

G
V

W
e
d.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

, 
M

.
田

中
舞

時
事

日
本

語

8
5

3
9
5
1
2
8

3
9
J
5
5
0

G
V

W
e
d.

4
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

S
H

O
J
I

荘
司

育
子

高
度

な
理

解
力

を
養

う
た

め
の

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

8
6

3
9
5
1
2
9

3
9
J
5
5
2

G
V

T
h
u
.

4
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

K
A

N
A

I
金

居
明

生
時

事
日

本
語

8
7

3
9
5
1
3
0

3
9
J
6
4
2

K
V

M
o
n
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
漢

字
・
語

彙
（
秋

冬
）

C
H

ID
A

千
田

愛
新

聞
で

用
い

ら
れ

る
漢

語

8
8

3
9
5
1
3
1

3
9
J
6
4
4

K
V

M
o
n
.

5
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
漢

字
・
語

彙
（
秋

冬
）

K
A

W
A

S
H

IM
A

川
嶌

信
恵

四
字

熟
語

8
9

3
9
5
1
3
2

3
9
J
6
4
6

K
V

T
u
e
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
漢

字
・
語

彙
（
秋

冬
）

O
K
E
G

A
W

A
桶

河
優

子
理

解
語

彙
を

増
や

す
た

め
の

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

9
0

3
9
5
1
3
3

3
9
J
6
4
8

K
V

W
e
d.

3
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
漢

字
・
語

彙
（
秋

冬
）

K
O

G
A

古
賀

静
香

漢
語

の
類

義
表

現

9
1

3
9
5
1
3
4

3
9
J
6
5
0

K
V

T
h
u
.

1
J
/
M

/
F

C
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
上

級
漢

字
・
語

彙
（
秋

冬
）

T
A

N
A

K
A

,S
.

田
中

里
美

漢
語

と
和

語
で

の
類

義
表

現

J
/
M

/
F
 (

 C
1
 )

 J
ap

an
e
se

 L
an

gu
ag

e
 S

u
bj

e
c
ts

  
日

本
語

実
習

科
目
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M
　

C
o
de

J
　

C
o
de

C
at

e
go

ry
P
ro

gr
am

L
e
ve

l
T
yp

e
種

別
授

業
科

目
名

In
st

ru
c
to

r(
s)

教
員

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

／
授

業
テ

ー
マ

D
ay

・
P

e
ri
o
d

9
2

3
9
5
1
4
0

3
9
J
N

0
0

L
IN

W
e
d.

3
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
1

N
A

K
A

T
A

中
田

一
志

語
用

論

9
3

3
9
5
1
4
1

3
9
J
N

0
2

L
IN

W
e
d.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
2

S
H

O
J
I

荘
司

育
子

形
態

論

9
4

3
9
5
1
4
2

3
9
J
N

0
4

L
IN

F
ri
.

2
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
3

Y
A

M
A

K
A

W
A

山
川

太
統

語
論

9
5

3
9
5
1
5
5

3
9
J
E
0
2

E
D

U
M

o
n
.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

教
育

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
1

K
O

M
O

R
I

小
森

万
里

日
本

語
教

育
学

概
論

9
6

3
9
5
1
5
6

3
9
J
E
0
4

E
D

U
F
ri
.

2
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

教
育

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
2

S
U

Z
U

K
I, 

M
O

.
鈴

木
基

伸
文

法
・
語

彙
の

指
導

9
7

3
9
5
1
6
6

3
9
J
T
0
2

T
H

O
M

o
n
.

1
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
思

想
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
2

M
O

T
O

B
A

Y
A

S
H

I
本

林
靖

久
日

本
民

俗
文

化
論

9
8

3
9
5
1
6
7

3
9
J
T
0
4

T
H

O
T
u
e
.

1
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
思

想
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
3

S
H

IB
A

T
A

 e
tc

.
柴

田
芳

成
ほ

か
日

本
文

化
入

門

9
9

3
9
5
1
6
8

3
9
J
T
0
6

T
H

O
T
u
e
.

2
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
思

想
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
4

M
A

T
S
U

M
U

R
A

松
村

薫
子

日
本

民
俗

文
化

論

1
0
0

3
9
5
1
6
9

3
9
J
T
0
8

T
H

O
F
ri
.

3
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
思

想
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
5

W
A

T
A

N
A

B
E
, 
C

.
渡

邊
親

文
日

本
宗

教
思

想
論

1
0
1

3
9
5
1
7
0

3
9
J
T
1
0

T
H

O
F
ri
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
思

想
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
6

O
N

IS
H

I
大

西
薫

日
本

宗
教

文
化

論

1
0
2

3
9
5
1
8
1

3
9
J
H

0
2

H
IS

M
o
n
.

3
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
2

H
IS

A
O

K
A

久
岡

明
穂

茶
道

1
0
3

3
9
5
1
8
2

3
9
J
H

0
4

H
IS

M
o
n
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
3

F
U

K
U

M
IT

S
U

福
光

由
布

書
道

1
0
4

3
9
5
1
8
3

3
9
J
H

0
6

H
IS

T
h
u
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
4

IN
O

M
O

井
面

舞
日

本
美

術
史

1
0
5

3
9
5
1
8
4

3
9
J
H

0
8

H
IS

F
ri
.

1
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
5

S
A

T
O

, 
S
.

佐
藤

早
紀

子
日

本
文

化
史

入
門

1
0
6

3
9
5
1
8
5

3
9
J
H

1
0

H
IS

F
ri
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
6

IN
O

U
E

井
上

徳
子

東
西

交
渉

史

1
0
7

3
9
5
1
9
0

3
9
J
L
0
0

L
IT

M
o
n
.

3
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
1

G
O

N
O

J
I

五
之

治
昌

比
呂

日
本

近
現

代
文

学
入

門

1
0
8

3
9
5
1
9
1

3
9
J
L
0
2

L
IT

M
o
n
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
2

H
IS

A
O

K
A

久
岡

明
穂

日
本

古
典

文
学

1
0
9

3
9
5
1
9
2

3
9
J
L
0
4

L
IT

W
e
d.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
3

O
S
A

D
A

長
田

明
日

華
日

本
古

典
文

学
入

門

1
1
0

3
9
5
1
9
3

3
9
J
L
0
6

L
IT

F
ri
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
4

S
H

IB
A

T
A

柴
田

芳
成

日
本

古
典

芸
能

1
1
1

3
9
5
2
0
1

3
9
J
C

0
2

C
O

N
M

o
n
.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
2

T
S
U

N
O

D
A

角
田

燎
社

会
学

1
1
2

3
9
5
2
0
2

3
9
J
C

0
4

C
O

N
W

e
d.

1
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
3

B
E
R

E
Z
IK

O
V

A
ベ

レ
ジ

コ
ワ

, 
T
.

日
本

近
現

代
文

化
史

1
1
3

3
9
5
2
0
3

3
9
J
C

0
6

C
O

N
W

e
d.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
4

IW
A

I, 
S
.

岩
井

茂
樹

比
較

文
化

学

1
1
4

3
9
5
2
0
4

3
9
J
C

0
8

C
O

N
T
h
u
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
5

K
O

B
A

Y
A

S
H

I, 
S
.

小
林

翔
マ

ン
ガ

・
ア

ニ
メ

学

1
1
5

3
9
5
2
0
5

3
9
J
C

1
0

C
O

N
T
h
u
.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
6

P
E
N

G
彭

永
成

日
本

の
メ

デ
ィ

ア
文

化

1
1
6

3
9
5
2
1
5

3
9
J
S
0
0

S
O

C
W

e
d.

2
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
社

会
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
1

IM
U

R
A

井
村

美
根

日
本

経
営

学

1
1
7

3
9
5
2
1
6

3
9
J
S
0
2

S
O

C
W

e
d.

5
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
社

会
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
2

N
A

K
A

M
U

R
A

, 
Y
.

中
村

友
一

日
本

政
治

学

1
1
8

3
9
5
2
1
7

3
9
J
S
0
4

S
O

C
F
ri
.

4
J
/
M

B
2

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
社

会
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
3

IT
O

伊
藤

敏
雄

日
本

経
済

学

  
  

  
J
/
M

 (
 B

2
 )

 R
e
se

ar
c
h
  

S
u
bj

e
c
ts

  
研

　
究

　
科

　
目
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M
　

C
o
de

J
　

C
o
de

C
at

e
go

ry
P
ro

gr
am

L
e
ve

l
T
yp

e
種

別
授

業
科

目
名

In
st

ru
c
to

r(
s)

教
員

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

／
授

業
テ

ー
マ

D
ay

・
P

e
ri
o
d

1
1
9

3
9
5
1
3
6

3
9
J
N

2
2

L
IN

M
o
n
.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

学
研

究
（
秋

冬
）
1

IM
A

I
今

井
忍

意
味

論

1
2
0

3
9
5
1
3
7

3
9
J
N

2
4

L
IN

W
e
d.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

学
研

究
（
秋

冬
）
2

IW
A

I, 
Y
.

岩
井

康
雄

音
声

学
・
音

韻
論

1
2
1

3
9
5
1
5
0

3
9
J
E
2
2

E
D

U
M

o
n
.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

教
育

学
研

究
（
秋

冬
）
1

T
A

C
H

IK
A

W
A

立
川

真
紀

絵
日

本
語

教
授

法
と

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

1
2
2

3
9
5
1
5
1

3
9
J
E
2
4

E
D

U
W

e
d.

5
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
語

教
育

学
研

究
（
秋

冬
）
2

T
A

K
A

I
髙

井
美

穂
話

し
こ

と
ば

の
指

導

1
2
3

3
9
5
1
7
5

3
9
J
H

2
2

H
IS

W
e
d.

3
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
1

S
A

N
O

, 
M

.
佐

野
方

郁
日

本
近

現
代

史

1
2
4

3
9
5
1
7
6

3
9
J
H

2
4

H
IS

T
h
u
.

1
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
2

T
A

IR
A

平
良

聡
弘

日
本

近
世

史

1
2
5

3
9
5
1
7
7

3
9
J
H

2
6

H
IS

T
h
u
.

3
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
3

IN
O

M
O

井
面

舞
日

本
美

術
史

1
2
6

3
9
5
1
7
8

3
9
J
H

2
8

H
IS

T
h
u
.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
4

Y
A

M
A

M
O

T
O

, 
K
.

山
本

一
也

日
本

古
代

史

1
2
7

3
9
5
1
7
9

3
9
J
H

3
0

H
IS

F
ri
.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
5

K
O

Y
A

M
A

小
山

有
子

日
本

服
装

史

1
2
8

3
9
5
2
8
5

3
9
J
L
2
2

L
IT

W
e
d.

2
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
1

G
O

N
O

J
I

五
之

治
昌

比
呂

日
本

近
現

代
文

学

1
2
9

3
9
5
2
8
6

3
9
J
L
2
4

L
IT

F
ri
.

2
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
2

S
A

T
O

, 
S
.

佐
藤

早
紀

子
日

本
古

典
文

法

1
3
0

3
9
5
2
8
7

3
9
J
L
2
6

L
IT

F
ri
.

3
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
文

献
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
3

S
H

IB
A

T
A

柴
田

芳
成

日
本

古
典

文
学

1
3
1

3
9
5
1
9
5

3
9
J
C

2
2

C
O

N
M

o
n
.

2
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
（
秋

冬
）
1

M
O

T
O

B
A

Y
A

S
H

I
本

林
靖

久
日

本
現

代
社

会

1
3
2

3
9
5
1
9
6

3
9
J
C

2
4

C
O

N
M

o
n
.

5
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
（
秋

冬
）
2

T
S
U

D
A

津
田

な
お

み
日

本
の

映
画

1
3
3

3
9
5
1
9
7

3
9
J
C

2
6

C
O

N
F
ri
.

3
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
（
秋

冬
）
3

K
O

Y
A

M
A

小
山

有
子

女
性

学

1
3
4

3
9
5
2
1
0

3
9
J
S
2
2

S
O

C
M

o
n
.

4
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
社

会
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
1

H
A

Y
A

S
H

I, 
H

.
林

光
国

際
関

係

1
3
5

3
9
5
2
1
1

3
9
J
S
2
4

S
O

C
T
h
u
.

5
J
/
M

C
1

L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
社

会
文

化
学

研
究

（
秋

冬
）
2

K
IM

U
R

A
木

村
光

豪
日

本
の

法
律

1
3
6

－
3
9
J
G

V
1

J
G

V
M

o
n
.

3
J

B
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

K
U

R
O

D
A

黒
田

真
代

－

1
3
7

－
3
9
J
G

V
2

J
G

V
T
h
u
.

3
J

B
1

R
e
c
.

実
習

日
本

語
中

級
文

法
・
語

彙
（
秋

冬
）

F
U

J
II,

 C
.

藤
井

千
枝

－

1
3
8

－
3
9
J
0
4
1

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

G
O

N
O

J
I

五
之

治
昌

比
呂

－

1
3
9

－
3
9
J
0
4
2

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

S
H

O
J
I

荘
司

育
子

－

1
4
0

－
3
9
J
0
4
3

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

N
A

K
A

T
A

中
田

一
志

－

1
4
1

－
3
9
J
0
4
4

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

M
U

R
A

T
A

村
田

真
実

－

1
4
2

－
3
9
J
0
4
5

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

IW
A

I, 
S
.

岩
井

茂
樹

－

1
4
3

－
3
9
J
0
4
6

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
（
秋

冬
）

IW
A

I, 
Y
.

岩
井

康
雄

－

1
4
4

－
3
9
J
0
4
7

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
（
秋

冬
）

G
O

N
O

J
I

五
之

治
昌

比
呂

－

1
4
5

－
3
9
J
0
4
8

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

K
O

M
O

R
I

小
森

万
里

－

1
4
6

－
3
9
J
0
4
9

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

S
A

N
O

, 
M

.
佐

野
方

郁
－

1
4
7

－
3
9
J
0
5
0

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

S
H

IB
A

T
A

柴
田

芳
成

－

1
4
8

－
3
9
J
0
5
1

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

T
A

K
A

I
髙

井
美

穂
－

1
4
9

－
3
9
J
0
5
2

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

T
A

C
H

IK
A

W
A

立
川

真
紀

絵
－

1
5
0

－
3
9
J
0
5
3

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

M
IZ

U
N

O
水

野
亜

紀
子

－

1
5
1

－
3
9
J
0
5
4

J
D

R
T
u
e
.

4
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

M
U

R
A

T
A

村
田

真
実

－

1
5
2

－
3
9
J
0
5
5

J
D

R
T
u
e
.

5
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

F
U

J
IH

IR
A

藤
平

愛
美

－

1
5
3

－
3
9
J
0
5
6

J
D

R
T
u
e
.

5
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

M
A

T
S
U

U
R

A
松

浦
幸

祐
－

1
5
4

－
3
9
J
0
5
7

J
D

R
T
u
e
.

5
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

M
A

T
S
U

M
U

R
A

松
村

薫
子

－

1
5
5

－
3
9
J
0
5
8

J
D

R
T
u
e
.

5
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

究
指

導
（
秋

冬
）

Y
A

M
A

K
A

W
A

山
川

太
－

1
5
6

－
3
9
J
0
5
9

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
（
秋

冬
）

S
H
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A

T
A

柴
田

芳
成

－

1
5
7

－
3
9
J
0
6
0

J
D

R
T
u
e
.

3
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

・
日

本
文

化
研

修
指

導
（
秋

冬
）

M
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U
N

O
水

野
亜

紀
子

－

1
5
8

－
3
9
J
0
6
1

J
D

R
T
u
e
.

5
J

－
S
e
m

.
演

習
日

本
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・
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本
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研

修
指

導
（
秋

冬
）
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A
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今
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M
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e
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ts
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e
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l
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e
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別
授
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目
名

In
st

ru
c
to

r(
s)

教
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サ
ブ

タ
イ

ト
ル
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D
ay

・
P

e
ri
o
d

1
5
9

3
9
5
0
0
1

－
M

G
V

α
M

o
n
.

2
M

A
2

R
e
c
.

実
習

K
Y
O

T
A

N
I

京
谷

麻
矢

－

1
6
0

3
9
5
0
0
1

－
M

G
V

α
T
u
e
.

2
M

A
2

R
e
c
.

実
習

M
A

T
S
U

O
K
A

松
岡

里
奈

－

1
6
1

3
9
5
0
0
1

－
M

G
V

α
T
h
u
.

2
M

A
2

R
e
c
.

実
習

U
E
D

A
, 
M

.
植

田
み

の
り

－

1
6
2

3
9
5
0
0
1

－
M

G
V

α
F
ri
.

2
M

A
2

R
e
c
.

実
習

S
U

Z
U

K
I, 

M
.

鈴
木

真
理

子
－

1
6
3

3
9
5
0
0
2

－
M

G
V

β
M

o
n
.

1
M

A
2

R
e
c
.

実
習

M
A

T
S
U

S
H

IM
A

松
島

弘
枝

－

1
6
4

3
9
5
0
0
2

－
M

G
V

β
W

e
d.

2
M

A
2

R
e
c
.

実
習

K
A

N
菅

摂
子

－

1
6
5

3
9
5
0
0
3

－
M

G
V

α
1

M
o
n
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

F
U

J
II,

 M
.

藤
井

み
ゆ

き
－

1
6
6

3
9
5
0
0
3

－
M

G
V

α
1

T
u
e
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

K
O

M
O

R
I

小
森

万
里

－

1
6
7

3
9
5
0
0
3

－
M

G
V

α
1

T
h
u
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

T
A

N
A

K
A

, 
M

A
.

田
中

真
衣

－

1
6
8

3
9
5
0
0
3

－
M

G
V

α
1

F
ri
..

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

S
H

IN
J
O

新
庄

あ
い

み
－

1
6
9

3
9
5
0
0
4

－
M

G
V

α
2

M
o
n
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

T
A

N
A

K
A

, 
Y
.

田
中

泰
子

－

1
7
0

3
9
5
0
0
4

－
M

G
V

α
2

T
u
e
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

T
A

C
H

IK
A

W
A

立
川

真
紀

絵
－

1
7
1

3
9
5
0
0
4

－
M

G
V

α
2

T
h
u
.

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

F
U

J
II,

 C
.

藤
井

千
枝

－

1
7
2

3
9
5
0
0
4

－
M

G
V

α
2

F
ri
..

2
M

B
1

R
e
c
.

実
習

H
IG

U
C

H
I

樋
口

尊
子

－

1
7
3

3
9
5
1
6
5

－
H

IS
M

o
n
.

4
M

－
L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
歴

史
文

化
学

研
究

基
礎

（
秋

冬
）
1

M
O

R
IM

O
T
O

ヤ
ナ

セ
, 
P
.

日
本

民
俗

文
化

論

1
7
4

3
9
5
1
8
0

－
C

O
N

M
o
n
.

5
M

－
L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
1

F
U

K
U

M
IT

S
U

福
光

由
布

書
道

1
7
5

3
9
5
2
0
0

－
C

O
N

F
ri
.

4
M

－
L
e
c
./

S
e
m

.
講

義
/
演

習
日

本
近

現
代

文
化

学
研

究
基

礎
（
秋

冬
）
1

W
A

T
A

N
A

B
E
, 
C

.
渡

邊
親

文
日

本
現

代
社

会

1
7
6

3
9
5
2
2
0

－
M

D
R

T
u
e
.

3
M

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

（
秋

冬
）

IW
A

I, 
S
.

岩
井

茂
樹

－

1
7
7

3
9
5
2
2
1

－
M

D
R

T
u
e
.

3
M

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

（
秋

冬
）

T
A

K
A

I
髙

井
美

穂
－

1
7
8

3
9
5
2
2
2

－
M

D
R

T
u
e
.

3
M

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

（
秋

冬
）

T
A

C
H

IK
A

W
A

立
川

真
紀

絵
－

1
7
9

3
9
5
2
2
3

－
M

D
R

T
u
e
.

3
M

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

（
秋

冬
）

C
IO

L
C

A
,R

.
チ

ョ
ル

カ
, 
R

.
－

1
8
0

3
9
5
2
2
4

－
M

D
R

T
u
e
.

3
M

－
S
e
m

.
演

習
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

（
秋

冬
）

M
A

T
S
U

O
K
A

松
岡

里
奈

－

1
8
1

3
9
5
2
3
0

－
M

IS
T
u
e
.

5
M

－
S
e
m

.
演

習
自

主
研

究
（
秋

冬
）

IW
A

I, 
S
.

岩
井

茂
樹

－

1
8
2

3
9
5
2
3
1

－
M

IS
T
u
e
.

5
M

－
S
e
m

.
演

習
自

主
研

究
（
秋

冬
）

M
U

R
A

T
A

村
田

真
実

－

M
 (

 B
1
 )

 J
ap

an
e
se

 L
an

gu
ag

e
 S

u
bj

e
c
ts

  
日

本
語

実
習

科
目

 (
 M

G
V

 )

現
代

日
本

語
中

級
文

法
・
語

彙
α

（
秋

冬
）

現
代

日
本

語
中

級
文

法
・
語

彙
α

（
秋

冬
）

  
  

  
  

  
  

  
  

M
 (

 －
 )

 R
e
se

ar
c
h
  

S
u
bj

e
c
ts

 i
n
 E

n
gl

is
h
  

英
語

に
よ

る
研

究
科

目
 

D
ir
e
c
te

d 
R

e
se

ar
c
h
 a

n
d 

R
e
ad

in
g 

S
u
bj

e
c
ts

  
日

本
語

日
本

文
化

専
門

演
習

 (
 M

D
R

 )

In
de

pe
n
de

n
t 

S
tu

di
e
s 

S
u
bj

e
c
ts

  
自

主
研

究
科

目
 (

 M
IS

 )

M
 (

 A
2
 )

 J
ap

an
e
se

 L
an

gu
ag

e
 S

u
bj

e
c
ts

  
日

本
語

実
習

科
目

 (
 M

G
V

 )

現
代

日
本

語
初

中
級

文
法

・
語

彙
α

（
秋

冬
）

現
代

日
本

語
初

中
級

文
法

・
語

彙
β

（
秋

冬
）
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時
じ

　間
かん

　割
わり

Weekly Schedule
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必
修

U
1

U
J
P
N

金
田

英
里

必
修

U
1

U
J
P
N

近
藤

正
憲

必
修

U
U
J
P
N

乾
逸

子
必

修
U
1

U
J
P
N

菅
摂

子
必

修
U

U
J
P
N

山
本

幸
枝

必
修

U
2

U
J
P
N

島
千

尋
必

修
U
2

U
J
P
N

小
林

可
奈

子
必

修
U

U
J
P
N

林
和

子
必

修
U
2

U
J
P
N

真
下

恭
子

必
修

U
U
J
P
N

日
比

伊
奈

穂
必

修
U
3

U
J
P
N

宮
﨑

さ
と

み
必

修
U
3

U
J
P
N

福
島

薫
必

修
U
4

U
J
P
N

秋
山

麻
衣

耶
必

修
U
3

U
J
P
N

田
中

伶
弥

必
修

U
4

U
J
P
N

藤
本

憲
志

必
修

U
4

U
J
P
N

石
橋

玲
央

必
修

U
4

U
J
P
N

齋
藤

佳
奈

必
修

U
5

U
J
P
N

京
谷

麻
矢

必
修

U
4

U
J
P
N

福
富

奈
美

必
修

U
5

U
J
P
N

桶
河

優
子

必
修

U
5

U
J
P
N

木
田

則
子

必
修

U
5

U
J
P
N

金
田

英
里

必
修

U
6

U
J
P
N

井
関

和
恵

必
修

U
5

U
J
P
N

木
田

則
子

必
修

U
6

U
J
P
N

中
嶋

伸
子

必
修

U
6

U
J
P
N

藤
本

憲
志

必
修

U
6

U
J
P
N

和
田

亜
矢

子
必

修
U
7

U
J
P
N

宮
﨑

さ
と

み
必

修
U
6

U
J
P
N

荒
島

和
子

必
修

U
7

U
J
P
N

松
本

恵
美

子
必

修
U
7

U
J
P
N

小
桜

真
未

必
修

U
7

U
J
P
N

秋
山

麻
衣

耶
必

修
U
8

U
J
P
N

古
賀

静
香

必
修

U
7

U
J
P
N

下
村

朱
有

美
必

修
U
8

U
J
P
N

乾
逸

子
必

修
U
8

U
J
P
N

荒
島

和
子

必
修

U
8

U
J
P
N

石
鍋

浩
選

択
J
/
M
/
F

B
1

W
R
T

久
保

田
育

美
必

修
U
8

U
J
P
N

三
登

由
利

子
選

択
J
/
M
/
F

B
1

R
D
G

チ
ャ

ン
,
 
 
H
.

必
修

M
A
2

M
G
V
β

松
島

弘
枝

選
択

J
/
M
/
F

B
1

R
D
G

山
下

春
菜

選
択

J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

山
下

春
菜

選
択

J
/
M
/
F

B
1

K
V

和
田

亜
矢

子
選

択
J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

新
庄

あ
い

み
選

択
J
/
M
/
F

B
1

S
P
K

小
栗

涼
太

選
択

J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

角
出

凱
紀

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

北
川

美
香

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

渡
邉

あ
や

め
選

択
J
/
M
/
F

B
2

K
V

齋
藤

佳
奈

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

黒
田

真
代

選
択

J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

宮
﨑

玲
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

菅
摂

子
選

択
J
/
M
/
F

B
2

G
V

藤
井

千
枝

選
択

J
/
M
/
F

C
1

L
I
S

村
田

幸
一

選
択

J
/
M
/
F

B
2

K
V

福
田

章
人

選
択

J
/
M
/
F

C
1

L
I
S

井
関

和
恵

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

田
中

舞
選

択
J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

野
中

篤
選

択
J
/
M
/
F

C
1

S
P
K

鈴
木

基
伸

選
択

J
/
M
/
F

C
1

S
P
K

田
中

泰
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

K
V

桶
河

優
子

選
択

J
/
M

B
2

C
O
N

ベ
レ

ジ
コ

ワ
,
 
T
.

選
択

J
/
M
/
F

C
1

K
V

田
中

里
美

選
択

J
/
M

B
2

H
I
S

佐
藤

早
紀

子
選

択
J
/
M
/
F

C
1

K
V

千
田

愛
選

択
J
/
M

B
2

T
H
O

柴
田

芳
成

ほ
か

選
択

J
/
M

C
1

H
I
S

平
良

聡
弘

選
択

J
/
M

B
2

T
H
O

本
林

靖
久

必
修

U
1

U
J
P
N

金
田

英
里

必
修

U
1

U
J
P
N

近
藤

正
憲

必
修

U
U
J
P
N

乾
逸

子
必

修
U
1

U
J
P
N

菅
摂

子
必

修
U

U
J
P
N

山
本

幸
枝

必
修

U
2

U
J
P
N

島
千

尋
必

修
U
2

U
J
P
N

小
林

可
奈

子
必

修
U

U
J
P
N

林
和

子
必

修
U
2

U
J
P
N

真
下

恭
子

必
修

U
U
J
P
N

日
比

伊
奈

穂
必

修
U
3

U
J
P
N

宮
﨑

さ
と

み
必

修
U
3

U
J
P
N

福
島

薫
必

修
U
4

U
J
P
N

秋
山

麻
衣

耶
必

修
U
3

U
J
P
N

田
中

伶
弥

必
修

U
4

U
J
P
N

藤
本

憲
志

必
修

U
4

U
J
P
N

石
橋

玲
央

必
修

U
4

U
J
P
N

齋
藤

佳
奈

必
修

U
5

U
J
P
N

京
谷

麻
矢

必
修

U
4

U
J
P
N

福
富

奈
美

必
修

U
5

U
J
P
N

桶
河

優
子

必
修

U
5

U
J
P
N

木
田

則
子

必
修

U
5

U
J
P
N

金
田

英
里

必
修

U
6

U
J
P
N

井
関

和
恵

必
修

U
5

U
J
P
N

木
田

則
子

必
修

U
6

U
J
P
N

中
嶋

伸
子

必
修

U
6

U
J
P
N

藤
本

憲
志

必
修

U
6

U
J
P
N

和
田

亜
矢

子
必

修
U
7

U
J
P
N

宮
﨑

さ
と

み
必

修
U
6

U
J
P
N

荒
島

和
子

必
修

U
7

U
J
P
N

松
本

恵
美

子
必

修
U
7

U
J
P
N

小
桜

真
未

必
修

U
7

U
J
P
N

秋
山

麻
衣

耶
必

修
U
8

U
J
P
N

古
賀

静
香

必
修

U
7

U
J
P
N

下
村

朱
有

美
必

修
U
8

U
J
P
N

乾
逸

子
必

修
U
8

U
J
P
N

荒
島

和
子

必
修

U
8

U
J
P
N

石
鍋

浩
必

修
M

A
2

M
G
V
β

菅
摂

子
必

修
U
8

U
J
P
N

三
登

由
利

子
必

修
M

A
2

M
G
V
α

鈴
木

真
理

子
必

修
M

A
2

M
G
V
α

京
谷

麻
矢

必
修

M
A
2

M
G
V
α

松
岡

里
奈

選
択

J
/
M
/
F

B
1

L
I
S

波
多

野
吉

徳
必

修
M

A
2

M
G
V
α

植
田

み
の

り
必

修
M

B
1

M
G
V
α

1
新

庄
あ

い
み

必
修

M
B
1

M
G
V
α

1
藤

井
み

ゆ
き

必
修

M
B
1

M
G
V
α

1
小

森
万

里
選

択
J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

田
中

舞
必

修
M

B
1

M
G
V
α

1
田

中
真

衣
必

修
M

B
1

M
G
V
α

2
樋

口
尊

子
必

修
M

B
1

M
G
V
α

2
田

中
泰

子
必

修
M

B
1

M
G
V
α

2
立

川
真

紀
絵

選
択

J
/
M
/
F

B
2

K
V

植
田

み
の

り
必

修
M

B
1

M
G
V
α

2
藤

井
千

枝
選

択
J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

森
本

由
佳

子
選

択
J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

黒
田

真
代

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

桶
河

優
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

L
I
S

岩
井

康
雄

選
択

J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

和
田

亜
矢

子
選

択
J
/
M
/
F

B
2

G
V

村
田

幸
一

選
択

J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

松
島

弘
枝

選
択

J
/
M
/
F

B
2

G
V

角
出

凱
紀

選
択

J
/
M
/
F

C
1

S
P
K

髙
井

美
穂

選
択

J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

南
場

尚
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

齋
藤

佳
奈

選
択

J
/
M
/
F

B
2

G
V

小
栗

涼
太

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

井
関

和
恵

選
択

J
/
M

C
1

L
I
T

五
之

治
昌

比
呂

選
択

J
/
M
/
F

B
2

K
V

野
中

篤
選

択
J
/
M

B
2

L
I
N

山
川

太
選

択
J
/
M
/
F

C
1

L
I
S

千
田

愛
選

択
J
/
M
/
F

C
1

S
P
K

寿
マ

リ
コ

選
択

J
/
M

B
2

S
O
C

井
村

美
根

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

田
中

里
美

選
択

J
/
M

B
2

E
D
U

鈴
木

基
伸

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

福
田

章
人

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

中
田

一
志

選
択

J
/
M
/
F

C
1

S
P
K

波
多

野
吉

徳
選

択
J
/
M

C
1

L
I
T

佐
藤

早
紀

子
選

択
J
/
M

C
1

C
O
N

本
林

靖
久

選
択

J
/
M

B
2

T
H
O

松
村

薫
子

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

令
和

8
年

度
 秋

～
冬

学
期

 時
間

割
表

月
火

水
木

金
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月
火

水
木

金
必

修
F

M
A
T
H

藤
健

太
必

修
U
1

J
C

今
井

忍
選

必
U

P
H
Y
S

小
川

洋
子

必
修

U
M
A
T
H

清
水

翔
之

必
修

U
C
H
E
M

一
ノ

瀬
暢

之
選

必
F

P
H
Y
S

根
村

英
克

必
修

U
2

J
C

松
浦

幸
祐

選
必

U
P
H
Y
S

保
坂

淳
必

修
U

M
A
T
H

高
橋

甫
宗

必
修

U
C
H
E
M

岩
佐

達
郎

選
択

J
B
1

J
G
V

黒
田

真
代

必
修

U
3

J
C

中
谷

真
也

選
必

U
P
H
Y
S

外
川

直
子

必
修

U
M
A
T
H

藤
健

太
必

修
U

C
H
E
M

内
藤

幸
人

選
択

J
/
M
/
F

A
2

R
D
G

田
中

泰
子

必
修

U
4

J
C

日
比

伊
奈

穂
選

必
U

P
H
Y
S

根
村

英
克

必
修

U
M
A
T
H

三
口

雄
大

必
修

U
C
H
E
M

中
山

尋
量

選
択

J
/
M
/
F

B
1

L
I
S

京
谷

麻
矢

必
修

U
5

J
C

松
村

薫
子

選
必

U
P
H
Y
S

波
田

雅
彦

必
修

U
M
A
T
H

宮
田

繁
必

修
U

C
H
E
M

原
田

俊
郎

選
択

J
/
M
/
F

B
1

W
R
T

石
橋

玲
央

必
修

U
6

J
C

藤
平

愛
美

選
必

U
P
H
Y
S

半
田

克
巳

必
修

U
M
A
T
H

山
田

智
宏

必
修

U
C
H
E
M

本
間

健
二

選
択

J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

藤
井

み
ゆ

き
必

修
U
7

J
C

下
村

朱
有

美
選

必
U

B
I
O
L

大
岡

宏
造

必
修

F
C
H
E
M

内
藤

幸
人

必
修

U
C
H
E
M

松
本

有
正

選
択

J
/
M
/
F

B
2

G
V

小
桜

真
未

必
修

U
8

J
C

山
川

太
選

必
U

B
I
O
L

滝
澤

温
彦

必
修

F
C
H
E
M

御
厨

正
博

必
修

U
C
H
E
M

御
厨

正
博

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

千
田

愛
必

修
M

M
D
R

岩
井

茂
樹

必
修

F
M
A
T
H

鈴
木

良
明

選
択

J
B
1

J
G
V

藤
井

千
枝

選
択

J
/
M
/
F

A
2

K
V

樋
口

尊
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

岸
田

泰
浩

必
修

M
M
D
R

髙
井

美
穂

選
必

F
P
H
Y
S

松
野

研
選

択
J
/
M
/
F

A
2

S
P
K

三
登

由
利

子
選

択
J
/
M
/
F

B
1

G
V

渡
邉

あ
や

め
選

択
J
/
M

B
2

H
I
S

久
岡

明
穂

必
修

M
M
D
R

立
川

真
紀

絵
選

択
J
/
M
/
F

A
2

L
I
S

宮
﨑

さ
と

み
選

択
J
/
M
/
F

B
1

W
R
T

南
場

尚
子

選
択

J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

森
本

由
佳

子
選

択
J
/
M

B
2

L
I
T

五
之

治
昌

比
呂

必
修

M
M
D
R

チ
ョ

ル
カ

,
 
R
.

選
択

J
/
M
/
F

B
1

G
V

植
田

み
の

り
選

択
J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

真
下

恭
子

選
択

J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

新
聖

子
必

修
M

M
D
R

松
岡

里
奈

選
択

J
/
M
/
F

B
2

G
V

波
多

野
吉

徳
選

択
J
/
M
/
F

B
2

S
P
K

田
中

真
衣

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

鈴
木

真
理

子
必

修
F

J
C

岩
井

康
雄

選
択

J
/
M
/
F

B
2

K
V

秋
山

麻
衣

耶
選

択
J
/
M
/
F

B
2

G
V

植
田

み
の

り
選

択
J
/
M

B
2

T
H
O

渡
邊

親
文

必
修

F
J
C

佐
野

方
郁

選
択

J
/
M
/
F

C
1

K
V

古
賀

静
香

選
択

J
/
M
/
F

C
1

W
R
T

山
本

一
也

選
択

J
/
M

C
1

L
I
T

柴
田

芳
成

必
修

J
J
D
R

五
之

治
昌

比
呂

選
択

J
/
M

B
2

L
I
N

中
田

一
志

選
択

J
/
M

C
1

H
I
S

井
面

舞
選

択
J
/
M

C
1

C
O
N

小
山

有
子

必
修

J
J
D
R

荘
司

育
子

選
択

J
/
M

C
1

H
I
S

佐
野

方
郁

必
修

J
J
D
R

中
田

一
志

必
修

J
J
D
R

村
田

真
実

必
修

J
J
D
R

柴
田

芳
成

必
修

J
J
D
R

水
野

亜
紀

子

必
修

F
M
A
T
H

藤
健

太
必

修
U
1

U
J
P
N

今
井

忍
選

必
U

P
H
Y
S

小
川

洋
子

必
修

U
M
A
T
H

清
水

翔
之

必
修

U
C
H
E
M

一
ノ

瀬
暢

之
選

必
F

P
H
Y
S

根
村

英
克

必
修

U
2

U
J
P
N

松
浦

幸
祐

選
必

U
P
H
Y
S

保
坂

淳
必

修
U

M
A
T
H

高
橋

甫
宗

必
修

U
C
H
E
M

岩
佐

達
郎

選
択

M
T
H
O

ヤ
ナ

セ
,
 
P
.

必
修

U
3

U
J
P
N

中
谷

真
也

選
必

U
P
H
Y
S

外
川

直
子

必
修

U
M
A
T
H

藤
健

太
必

修
U

C
H
E
M

内
藤

幸
人

選
択

J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

川
嶌

信
恵

必
修

U
4

U
J
P
N

日
比

伊
奈

穂
選

必
U

P
H
Y
S

根
村

英
克

必
修

U
M
A
T
H

三
口

雄
大

必
修

U
C
H
E
M

中
山

尋
量

選
択

J
/
M

B
2

H
I
S

福
光

由
布

必
修

U
5

U
J
P
N

松
村

薫
子

選
必

U
P
H
Y
S

波
田

雅
彦

必
修

U
M
A
T
H

宮
田

繁
必

修
U

C
H
E
M

原
田

俊
郎

選
択

J
/
M

B
2

L
I
T

久
岡

明
穂

必
修

U
6

U
J
P
N

藤
平

愛
美

選
必

U
P
H
Y
S

半
田

克
巳

必
修

U
M
A
T
H

山
田

智
宏

必
修

U
C
H
E
M

本
間

健
二

選
択

J
/
M

C
1

L
I
N

今
井

忍
必

修
U
7

U
J
P
N

下
村

朱
有

美
選

必
U

B
I
O
L

大
岡

宏
造

必
修

F
C
H
E
M

内
藤

幸
人

必
修

U
C
H
E
M

松
本

有
正

選
択

J
/
M

C
1

E
D
U

立
川

真
紀

絵
必

修
U
8

U
J
P
N

山
川

太
選

必
U

B
I
O
L

滝
澤

温
彦

必
修

F
C
H
E
M

御
厨

正
博

必
修

U
C
H
E
M

御
厨

正
博

選
択

J
/
M

C
1

S
O
C

林
光

必
修

J
J
D
R

岩
井

茂
樹

必
修

F
M
A
T
H

鈴
木

良
明

選
択

J
/
M
/
F

A
2

W
R
T

熱
田

万
美

選
択

M
C
O
N

渡
邊

親
文

必
修

J
J
D
R

岩
井

康
雄

選
必

F
P
H
Y
S

松
野

研
選

択
J
/
M
/
F

B
1

S
P
K

甲
斐

朋
子

選
択

J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

新
聖

子
必

修
J

J
D
R

五
之

治
昌

比
呂

選
択

J
/
M
/
F

A
2

G
V

小
栗

涼
太

選
択

J
/
M
/
F

B
2

K
V

上
田

安
希

子
選

択
J
/
M

B
2

T
H
O

大
西

薫
必

修
J

J
D
R

小
森

万
里

選
択

J
/
M
/
F

B
1

R
D
G

中
谷

真
也

選
択

J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

奥
野

紗
衣

選
択

J
/
M

B
2

H
I
S

井
上

徳
子

必
修

J
J
D
R

佐
野

方
郁

選
択

J
/
M
/
F

B
2

R
D
G

廣
川

直
幸

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

金
居

明
生

選
択

J
/
M

B
2

L
I
T

柴
田

芳
成

必
修

J
J
D
R

柴
田

芳
成

選
択

J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

中
田

一
志

選
択

J
/
M

C
1

H
I
S

山
本

一
也

選
択

J
/M

B
2

S
O
C

伊
藤

敏
雄

必
修

J
J
D
R

髙
井

美
穂

選
択

J
/
M
/
F

C
1

G
V

荘
司

育
子

選
択

J
/
M

B
2

H
I
S

井
面

舞
選

択
J
/
M

C
1

H
I
S

小
山

有
子

必
修

J
J
D
R

立
川

真
紀

絵
選

択
J
/
M

C
1

L
I
N

岩
井

康
雄

選
択

J
/
M

B
2

C
O
N

小
林

翔
必

修
J

J
D
R

水
野

亜
紀

子
選

択
J
/
M

B
2

C
O
N

岩
井

茂
樹

必
修

J
J
D
R

村
田

真
実

選
択

U
U
J
P
N

村
田

真
実

選
択

U
E
N
G

チ
ョ

ル
カ

,
 
R
.

選
択

J
/
M
/
F

B
1

K
V

金
吉

任
選

択
J
/
M
/
F

B
1

G
V

金
吉

任
選

択
M

H
I
S

福
光

由
布

選
択

U
U
J
P
N

荘
司

育
子

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

廣
川

直
幸

選
択

J
/
M
/
F

B
2

L
I
S

熱
田

万
美

選
択

J
/
M
/
F

C
1

R
D
G

水
野

亜
紀

子
選

択
U

U
J
P
N

小
森

万
里

選
択

J
/
M

B
2

L
I
N

荘
司

育
子

選
択

J
/
M
/
F

B
2

W
R
T

奥
野

紗
衣

選
択

J
/
M
/
F

C
1

K
V

川
嶌

信
恵

選
択

M
M
I
S

岩
井

茂
樹

選
択

J
/
M

B
2

L
I
T

長
田

明
日

華
選

択
J
/
M
/
F

C
1

L
I
S

金
居

明
生

選
択

J
/
M

B
2

E
D
U

小
森

万
里

選
択

M
M
I
S

村
田

真
実

選
択

J
/
M

B
2

S
O
C

中
村

友
一

選
択

J
/
M

B
2

C
O
N

彭
永

成
選

択
J
/
M

B
2

C
O
N

角
田

燎
必

修
J

J
D
R

藤
平

愛
美

選
択

J
/
M

C
1

E
D
U

髙
井

美
穂

選
択

J
/
M

C
1

S
O
C

木
村

光
豪

選
択

J
/
M

C
1

C
O
N

津
田

な
お

み
必

修
J

J
D
R

松
浦

幸
祐

必
修

J
J
D
R

松
村

薫
子

必
修

J
J
D
R

山
川

太
必

修
J

J
D
R

今
井

忍

Ⅳ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅴ

Ⅲ
Ⅲ
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R
q

U
1

U
J
P
N

K
A
N
E
D
A

R
q

U
1

U
J
P
N

K
O
N
D
O

R
q

U
U
J
P
N

I
N
U
I

R
q

U
1

U
J
P
N
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略
りゃくごう

号 /Abbreviations

【U】  A2　 初中級/Pre-intermediate
【Ｊ】  B1　 中級/Intermediate
【M】  B2　 中上級/Upper-intermediate
【Ｆ】  C1　 上級/Advanced
【O】

RDG
LIS
WRT
SPK
GV
KV

JWRT
JGV
MGV

LIN
EDU
THO
HIS
LIT
CON
SOC

JDR
MDR
MIS 自主研究/Independent Studies for 【M】 Program Students　
MCC

UJPN
FJPN
OJPN

ＪＣ
BIOL
CHEM
MATH
PHYS
HIST
POLI
ENG

Japanese Studies Program

略号
りゃくごう

/Abbreviations

プログラム/Programs 日本語レベル/Japanese Levels
Undergraduate Students Program

漢字・語彙/Kanji & Vocabulary

Maple Program
Foundation Program（秋～冬学期のみ）
O-M Program （春～夏学期のみ）

授業科目/Subjects for 【Ｊ】  【Ｍ】  【Ｆ】  【Ｏ】 Programs
日本語実習科目/Japanese Language Subjects

読解/Reading
聴解/Listening
文章表現/Writing
口頭表現/Speaking
文法・語彙/Grammar & Vocabulary

演習科目/Seminar Subjects

Ｊ文章表現/Writing for 【Ｊ】 Program Students （春～夏学期のみ）
日本語初中級文法・語彙/日本語中級文法・語彙/Grammar & Vocabulary for 【J】 Program Students　（秋～冬学期のみ）

現代日本語初中級文法・語彙/現代日本語中級文法・語彙/Grammar & Vocabulary for 【M】 Program Students　

研究科目/Research Subjects
日本語学研究基礎/日本語学研究/Japanese Linguistics
日本語教育学研究基礎/日本語教育学研究/Japanese Language Education
日本思想文化学研究基礎/日本思想文化学研究/Japanese Thought
日本歴史文化学研究基礎/日本歴史文化学研究/Japanese History
日本文献文化学研究基礎/日本文献文化学研究/Japanese Literature
日本近現代文化学研究基礎/日本近現代文化学研究/Japanese Contemporary Culture
日本社会文化学研究基礎/日本社会文化学研究/Japanese Social Sciences

物理/Physics

日本語・日本文化研究指導/日本語・日本文化研修指導/Directed Research and Reading  for 【Ｊ】 Program Students

日本語日本文化専門演習/Directed Research and Reading  for 【M】 Program Students　

多文化・地域共生/Multicultural Community　Cohesion

授業科目/Subjects for 【Ｕ】 【Ｆ】 【Ｏ】Programs
学部留学生日本語/Japanese for 【Ｕ】 Program Students
私費学部留学生日本語/Japanese for 【Ｆ】 Program Students（秋～冬学期のみ）
大阪・マヒドン留学生日本語/Japanese for 【Ｏ】 Program Students（春～夏学期のみ）
日本事情/Japanese Cultural Background
生物/Biology
化学/Chemistry
数学/Mathematics

日本史/History（秋～冬学期のみ）
政治・経済/Politics & Economics（秋～冬学期のみ）
英語/English
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箕面キャンパスマップ
Minoh Campus Map

❶  Graduate School of Language and Culture/School of Foreign Studies
❷  Center for Japanese Language and Culture
❸  International Studies Library 

Research and
Education Hub

Global Village
Minoh Semba

Minoh City Semba Library
The University of Osaka International Studies Library

❶ ❷

❸

Shinm
idousuji

Minoh-Semba-Handaimae
Station

○住所
〒562-8678　大阪府箕面市船場東 3 丁目 5 番 10 号／ 3-5-10, Senba-higashi, Minoh, Osaka

【周辺駅・バス停地図 ／ Map of the surrounding Area】 〇アクセス

電車　北大阪急行線 箕面船場阪大前駅下車　徒歩 約 3 分

バス　阪急バス ［千里中央バスターミナルから］
箕面中央線 箕面船場阪大前駅バス停下車　徒歩約 3 分
小野原東線 (※朝・夕のみ ) 船場団地バス停下車　徒歩
約 1 分
豊中市内線 新船場南橋バス停下車　徒歩約 7 分

〇How to get to Minoh Campus

By railway 
Kita Osaka Kyuko Railway, get off at 
Minoh-Semba-Handai-mae Station
→ 3 minutes on foot

By Bus
Hankyu Bus ［From Senri-Chuo Bus Terminal］
Minoh Chuo Line, get off at Minoh-Semba-Handai-mae 
Station bus stop
→ 3 minutes on foot
Onohara Higashi Line (*only in the morning and evening),
get off at Senba Danchi bus stop 
→ 1 minute on foot 
Toyonaka City Line , get off at ShinSemba Minami-bashi 
bus stop
→ 7 minutes on foot
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フロア図（関連部分抜粋）

1F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

キャンパスライフ

健康支援・相談

センター箕面分室

入口
Entrance

外国語学部

外国語学部

外国語学部

講義室

講義室・交流空間

事務部門・会議等

北玄関，記念ホール，設備等

食堂、ロビー、
南玄関

日日センター
CJLC (Center for Japanese Language and Culture)

D3（旧サイバー）・講義
ピロティ

外国学研究講義棟
Research and Education Hub
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2F

5F

ALL GENDER
A

Emergency Exit

◀ ◀

527
光と平和の広場

Emergency Exit

◀

◀

◀

ClassroomClassroom ClassroomClassroomClassroomClassroomClassroom

212
メール
ボックス

213
メール
ボックス

216
印刷室

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom Classroom Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

吹き抜け
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6F

7F

Emergency Exit

◀

◀

◀

ClassroomClassroomClassroomClassroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

ALL

Emergency Exit

◀

◀

◀

Classroom

CJLC
CJLC

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

Classroom

Classroom Classroom Classroom Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom

Classroom Classroom

745
共同研究室3

CJLC Faculty Room 3

744
共同研究室2

CJLC Faculty Room 2

743
共同研究室1

CJLC Faculty Room 1
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部屋番号
Room Number

施設
Facility

743 共同研究室 1
CJLC Faculty Room 1

744 共同研究室 2
CJLC Faculty Room 2

745 共同研究室 3
CJLC Faculty Room 3

教員研究室
Instructor's Office

部屋番号
Room Number

教　員　名
Instructor's Name

部屋番号
Room Number

教　員　名
Instructor's Name

701 日比　伊奈穂
HIBI I. 714 松浦　幸祐

MATSUURA K.

702 松岡　里奈
MATSUOKA R. 715 岩井　康雄

IWAI Y.

703 下村　朱有美
SHIMOMURA A. 716 佐野　方郁

SANO M.

704 藤平　愛美
FUJIHIRA M. 717 髙井　美穂

TAKAI M.

705
チョルカ ラルカ マリア
CIOLCA R.
渡邉　あやめ
WATANABE A.

718 岸田　泰浩
KISHIDA Y.

706 松村　薫子
MATSUMURA K. 719 荘司　育子

SHOJI I.

707 中谷　真也
NAKATANI S. 720 小森　万里

KOMORI M.

708 岩井　茂樹
IWAI S. 721 水野　亜紀子

MIZUNO A.

709 中田　一志
NAKATA H. 722 立川　真紀絵

TACHIKAWA M.

710 柴田　芳成
SHIBATA Y. 723 五之治　昌比呂

GONOJI M.

711 今井　忍
IMAI S. 724 村田　真実

MURATA M.

712 山川　太
YAMAKAWA F.
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アドバイザー /Advisors

[U] Program

U1

～

U8

YAMAKAWA F.

IMAI S.

MATSUMURA K.

FUJIHIRA M.

MATSUURA K.

SHIMOMURA A.

HIBI I.

NAKATANI S.

[J] Program

SHIBATA Y.

IWAI Y.

NAKATA H.

IMAI S.

SHOJI I.

GONOJI M.

IWAI S.

KOMORI M.

YAMAKAWA F.

MATSUMURA K.

SANO M.

MIZUNO A.

TAKAI M.

MURATA M.

TACHIKAWA M.

FUJIHIRA M.

MATSUURA K.

[M] Program

M1

～

M5

TAKAI M.

IWAI S.

TACHIKAWA M.

MATSUOKA R.

CIOLCA R.

[F] Program

F1

～

F2

SANO M.

IWAI Y.
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